
もくじ
国民健康保険・後期高齢者医療医
療制度からのお知らせ� ６

介護保険料が変わります� ８
市営住宅の随時募集が始まります� 11
くらし・子育て健康・おでかけ�� 16
地域だより� �35

　６月１日㈮、登別地獄谷で平成30年度の第
１回目となる『地獄の谷の鬼花火』（登別国
際観光コンベンション協会・市主催）が行わ
れました。湯鬼神による手筒花火と勇壮な舞
は、７月27日までの毎週木・金曜日に行われ、
登別の夜を彩ります。（関連記事15ページ）

地獄の谷の鬼花火　開幕
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もくじ
国民健康保険・後期高齢者医療制
度のお知らせ� ６

介護保険料が変わります� ８
市営住宅の随時募集を開始します� 11
くらし・子育て健康・おでかけ�� 16
地域だより� �35

　６月９日㈯と16日㈯の２日間にかけて、市内８つの
小学校で『運動会』が行われました。
　多くの保護者が見守る中、子どもたちは赤組と白組
に分かれて、練習の成果や日頃鍛えた健脚など、成長
した姿を披露しました。（写真は鷲別小学校）

ゴールに向かって全力疾走

水道事業会計・下水道
事業会計の財政公表…２
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（㎥）
家事用

家事用以外

家事用

家事用以外

〔給水戸数〕 〔給水量〕

水道事業会計の財政公表 ～水道料金の使われ方～
　市民生活や企業の経済活動などを支える重要なライフラ
インの一つ、『水道』。
　市は、安全・安心な水道水を安定的に供給できるよう皆
さんが納める水道料金を主な財源として、水道施設の整備
や維持管理を行っています。
　今号では、平成30年３月31日現在における平成29年度の
水道事業の経理状況などについてお知らせします。

安
全
・
安
心
な
水
を

　
　
　
届
け
て
い
く
た
め
に

　
平
成
30
年
３
月
31
日
現
在
、
４
万
８
千
519
人

が
生
活
す
る
登
別
市
。
市
の
水
道
事
業
は
、
４

万
７
千
870
人
に
水
道
水
を
供
給
し
て
お
り
、
水

道
普
及
率
は
98
・
66
㌫
と
市
内
ほ
と
ん
ど
の
家

庭
に
水
道
水
を
届
け
て
い
ま
す
。

　
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
き
、
地
方
自
治
体

が
経
営
す
る
企
業
と
し
て
運
営
す
る
水
道
事
業

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な

水
を
安
全
で
安
定
的
に
供
給
す
る
と
い
う
本
来

の
目
的
に
加
え
、
常
に
効
率
的
な
事
業
運
営
を

図
り
、
企
業
と
し
て
の
経
済
性
を
発
揮
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
に
わ
た
っ

て
市
民
の
皆
さ
ん
に
水
道
水
を
供
給
し
て
い
く

た
め
に
は
、
運
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
安
全
・

安
心
な
給
水
体
制
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
水
道
の
使
用
区
分
は
、
家
事
用
・
家
事
用
以

外
・
公
衆
浴
場
用
・
臨
時
用
の
４
つ
の
用
途
に

分
か
れ
て
お
り
、
一
般
家
庭
へ
の
供
給
分
で
あ

る
『
家
事
用
』
と
店
舗
な
ど
へ
の
供
給
分
で
あ

る
『
家
事
用
以
外
』
が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま

す
が
、
給
水
戸
数
、
給
水
量
と
も
に
減
少
傾
向

に
あ
り
、
水
道
事
業
の
主
な
財
源
で
あ
る
水
道

料
金
収
入
に
つ
い
て
も
、
減
少
が
続
く
見
込
み

で
す
。

　
一
方
で
、
水
道
水
を
安
定
し
て
提
供
す
る
た

め
に
必
要
な
水
道
施
設
な
ど
の
更
新
や
耐
震
化

に
要
す
る
費
用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
市
の
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、

今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
経
営

の
効
率
化
や
施
設
管
理
の
見
直
し
を
進
め
、
経

営
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
推
進
す

る
と
と
も
に
、
計
画
的
な
経
営
に
取
り
組
む
た

め
、
市
は
、
平
成
29
年
12
月
に
『
登
別
市
水
道

事
業
経
営
戦
略
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
中
長
期
的
な
視
点
で
水
道
施
設
を

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
管
理
し
、
民
間
活
力
の

検
討
や
料
金
未
納
対
策
な
ど
を
よ
り
強
化
し
な

が
ら
、
安
全
な
水
道
水
の
供
給
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

過去５年間の『家事用』・『家事用以外』の給水戸数と給水量

今後も人口減少などにより
給水戸数・給水量ともに減少する見通し
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収入
40,934

その他
の収入
1,194

その他
の支出
6,616

委託費
10,494

人件費
2,415

工事請負費
38,202

企業債
39,740

85,213
支出

収支差し引き　▲44,279

水道　資本的収支

企業債償還金
（返済金）
27,486

収入
98,037その他の収入

9,060

その他の支出
10,574

減価償却費
33,822

委託費
17,945

人件費
12,159

水道料金収入
88,977

86,142
支出

収支差し引き　11,895

水道　収益的収支

維持管理費など
11,642

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0
（億円）

8.5億円 7.7億円 7.1億円 6.6億円

元金 利子

6.7億円

45.1億円 43.6億円 43.3億円 42.6億円 43.8億円

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

　収益的収支　

　企業債（借入金）の状況　

　資本的収支　
平成29年度の予算執行状況（平成30年３月31日現在）

　水道水を皆さんの自宅に送り届けるための収
入と支出です。
　収入額は９億8,037万円で、そのうち、８億
8,977万円が水道料金収入です。
　一方、支出額は減価償却費や委託費、人件費
など、全ての科目において、予算額を下回り、
８億6,142万円で執行率は91.8㌫となっていま
す。

　安定的に水道水をお届けするための管路の更新や
耐震化などの整備には、多額の費用を要します。企
業債（借入金）は、これらの建設改良に伴う資金が
必要なとき、その財源として借り入れが認められる
ものです。
　平成29年度は、３億9,740万円の企業債を借り入
れた一方で、これまでに借り入れた企業債の元金２
億7,486万円と利子8,205万円、合計３億5,691万円
を支払いました。

　資本的収支は、水道施設などを整備するため
の収入と支出です。
　収入額は、４億934万円で、そのうち企業債
（借入金）が３億9,740万円で大部分を占めて
います。
　一方、支出額は、浄水場や配水池などの大き
な施設の更新は行っていないものの、配水管の
整備や水道メーターの購入、借入金の償還など
により８億5,213万円となり、執行率は84.9㌫
となっています。

平成29年度の収支平成29年度の収支

資本的収支の内訳

◎各年度末の企業債残高

収益的収支の内訳
科　　目 予算額 執行額 執行率（平成30年３月31日現在）

収
　入

企 業 債 4億5,230万円 3億9,740万円 87.9%
工 事 負 担 金 1,364万円 1,141万円 83.7%
他会計補助金 46万円 53万円 115.2%

計 4億6,640万円 4億934万円 87.8%

支
　出

工 事 請 負 費 3億9,998万円 3億8,202万円 95.5%
企業債償還金 2億7,486万円 2億7,486万円 100.0%
人 件 費 2,668万円 2,415万円 90.5%
量水器購入費 5,360万円 5,235万円 97.7%
修 繕 費 2,262万円 943万円 41.7%
委 託 費 2億1,511万円 1億494万円 48.8%
そ の 他 経 費 1,085万円 438万円 40.4%

計 10億370万円 8億5,213万円 84.9%

科　　目 予算額 執行額 執行率（平成30年３月31日現在）

収
　入

水 道 料 金 8億8,901万円 8億8,977万円 100.1%
受託工事収益 1,561万円 1,577万円 101.0%
その他営業収益 2,514万円 2,594万円 103.2%
営 業 外 収 益 4,861万円 4,888万円 100.6%
特 別 利 益 0万円 1万円 －%

計 9億7,837万円 9億8,037万円 100.2%

支
　出

委 託 費 2億847万円 1億7,945万円 86.1%
人 件 費 1億2,635万円 1億2,159万円 96.2%
支 払 利 息 8,599万円 8,205万円 95.4%
減 価 償 却 費 3億4,049万円 3億3,822万円 99.3%
資 産 減 耗 費 2,420万円 2,369万円 97.9%
維持管理費等 1億5,327万円 1億1,642万円 76.0%

計 9億3,877万円 8億6,142万円 91.8%

問
い
合
わ
せ

　
水
道
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
５
５
０
１
）

（単位：万円） （単位：万円）
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◎下水道の整備状況
（平成30年３月末時点）

登別市の人口� ４８，５１９人
�
下水道を利用できる
地域に居住している� ４６，４３7人
市民� （人口の約96㌫）
�
うち、生活排水など
の排出に下水道を利� ４０，２４３人
用している市民�
�

◎浄化槽の設置状況
（平成30年３月末時点）

設置基数� ７9基（昨年度比＋11基）

下水道事業会計の財政公表
～平成29年度の経理状況などをお知らせします～

▶問い合わせ
　下水道グループ（☎�９０５２）

収益的収支
　施設の維持管理などを行うための収入と
支出のことです。

資本的収支
　すでに設置された施設の更新や新たな施
設の整備を行うための収入と支出のことで
す。

公
共
下
水
道
事
業

下
水
道
事
業
の
概
況

経
理
の
状
況

個
別
排
水
処
理
施
設
事
業

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
か
ら
出
る
洗
濯
や

お
風
呂
、
食
器
洗
い
な
ど
に
使
っ
た
『
生
活
排
水
』

や
ト
イ
レ
で
排
せ
つ
さ
れ
る
『
し
尿
』
を
処
理
し

て
、
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
保
つ
た
め
に
役

立
っ
て
い
る
ほ
か
、
『
雨う

水す
い

』
を
速
や
か
に
排
水

し
て
、
道
路
の
浸
水
被
害
を
防
ぐ
な
ど
、
目
に
見

え
な
い
と
こ
ろ
で
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い

ま
す
。

　
今
号
で
は
、
平
成
30
年
３
月
31
日
現
在
に
お
け

る
平
成
29
年
度
の
下
水
道
事
業
の
経
理
状
況
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
『
公
共
下
水
道
事
業
』
で
は
、
各
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
排
水
な
ど
を
処
理

す
る
た
め
、
主
に
市
街
地
に
お
い
て
、
生

活
排
水
な
ど
を
若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
処

理
場
）
に
運
ぶ
た
め
の
下
水
道
管
（
汚
水

管か
ん

渠き
ょ

）
や
処
理
場
本
体
の
整
備
を
行
う
と

と
も
に
、
大
雨
時
の
浸
水
対
策
と
し
て
、

雨
水
を
川
な
ど
に
排
出
す
る
た
め
の
下
水

道
管
（
雨
水
管
渠
）
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
下
水
道
事
業
で
は
、
公
共
下
水
道

事
業
と
個
別
排
水
処
理
施
設
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
経
理
状
況
を
明
確
に
す
る
た
め
、
下
水

道
事
業
会
計
の
予
算
・
決
算
を
『
収
益
的

収
支
』
と
『
資
本
的
収
支
』
に
分
け
て
い

ま
す
（
５
ペ
ー
ジ
の
円
グ
ラ
フ
と
表
を
参

照
）
。

　
『
個
別
排
水
処
理
施
設
事
業
』
で
は
、

汚
水
管
渠
を
整
備
し
て
い
な
い
地
域
に
お

い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
希
望
に
応
じ
て
、

各
家
庭
に
浄
化
槽
（
生
活
排
水
な
ど
を
き

れ
い
な
水
に
処
理
し
て
、
川
な
ど
に
排
出

す
る
た
め
の
設
備
）
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

登別市のマンホールのふた

4 ２０１８．７月号 � 下水道事業会計の財政公表



職員給与費
6,178

収入
179,206

その他の収入
116,174

その他の支出
41,602

減価償却費
（長期間にわたって利用する

資産の費用）
98,076

施設管理費
33,033

下水道使用料
63,032

178,889
支出

収支差し引き　317

下水道　収益的収支

収入
97,252

負担金・
補助金など
26,942

企業債償還金
（借入金の返済）
121,723

建設改良費
（建設の費用）
36,312

企業債
（借入金）
70,310

158,035
支出

収支差し引き　▲60,783

下水道　資本的収支

収益的収支

資本的収支

　下水道使用料収入は、６億3,032万円で、
執行率は99.8㌫となっています。
　収入額と支出額の差は、317万円となり、
収入が上回っている状況です。

（単位：万円）

（単位：万円）

　建設改良費３億6,312万円と企業債償還
金12億1,723万円を支出しました。
　資金不足となった６億783万円について
は、内部留保資金などで補てんしました。

平
成
30
年
度
の
予
算
の
概
要

　
平
成
30
年
度
の
予
算
で
は
、
施
設
の
効

率
的
な
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備

更
新
を
重
点
的
に
行
う
ほ
か
、
雨
水
管
渠

の
整
備
な
ど
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
、
若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
機
械
設
備
な
ど
の
更
新
を
は
じ
め
、
常

盤
町
地
区
の
雨
水
管
渠
の
新
設
工
事
や
既

設
汚
水
管
渠
の
改
築
更
新
な
ど
を
行
う
予

定
で
す
。

◎平成30年度の下水道事業会計の予算
区　　　分 収　　入 支　　出

収益的収支 19億6,730万円 18億2,090万円

公共下水道事業 19億5,301万円 18億627万円

個別排水処理施設事業 1,429万円 1,463万円

資本的収支 13億1,450万円 19億5,070万円

公共下水道事業 12億9,730万円 19億3,040万円

個別排水処理施設事業 1,720万円 2,030万円
※項目ごとに四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

収
　
入

科　　目 予算額 執行額 執行率
営業収益 7億1,785万円 7億1,341万円 99.4%
下水道使用料 6億3,180万円 6億3,032万円 99.8%
一般会計負担金 6,000万円 6,003万円 100.1%
その他 2,606万円 2,305万円 88.4%

営業外収益 10億8,656万円 10億7,865万円 99.3%
一般会計補助金 6億2,321万円 6億1,612万円 98.9%
長期前受金戻入金 4億3,772万円 4億3,771万円 100.0%
その他 2,564万円 2,482万円 96.8%

特別利益 0万円 0万円 －
合　　計 18億442万円 17億9,206万円 99.3%

支
　
出

科　　目 予算額 執行額 執行率
営業費用 14億5,268万円 14億4,027万円 99.1%
職員給与費 6,304万円 6,178万円 98.0%
施設管理費 3億4,129万円 3億3,033万円 96.8%
減価償却費 9億8,076万円 9億8,076万円 100.0%
その他 6,759万円 6,740万円 99.7%

営業外費用 3億6,049万円 3億4,823万円 96.6%
支払利息 3億2,965万円 3億2,947万円 99.9%
その他 3,084万円 1,877万円 60.9%

特別損失など 151万円 38万円 25.2%
合　　計 18億1,467万円 17億8,888万円 98.6%

※項目ごとに四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

収
　
入

科　　目 予算額 執行額 執行率
企業債 7億9,570万円 7億310万円 88.4%
負担金 885万円 920万円 104.0%
受益者負担金等 270万円 305万円 113.0%
一般会計負担金 615万円 615万円 100.0%

補助金 3億1,486万円 2億6,022万円 82.6%
一般会計補助金 1億6,056万円 1億6,242万円 101.2%
国庫補助金 1億5,430万円 9,780万円 63.4%
合　　計 11億1,941万円 9億7,252万円 86.9%

支
　
出

科　　目 予算額 執行額 執行率
建設改良費 5億931万円 3億6,312万円 71.3%
企業債償還金 12億1,723万円 12億1,723万円 100.0%
その他 150万円 0万円 0.0%

合　　計 17億2,804万円 15億8,035万円 91.5%
※項目ごとに四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

平成29年度の予算執行状況（平成30年３月31日現在）
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所得区分 昭和19年４月１日
以前に生まれた方

昭和19年４月２日
以降に生まれた方

現役並み
所得者 ３割

上記以外
の方 １割 ２割

区分 外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

限度額適
用認定証

現役
並み
所得者

課税所得
690万円
以上

252,600円+（総医療費－842,000円）×１㌫
※多数回140,100円。 不要

課税所得
380万円
以上

167,400円+（総医療費－558,000円）×１㌫
※多数回93,000円。 必要

課税所得
145万円
以上

80,100円+（総医療費－267,000円）×１㌫
※多数回44,400円。 必要

一般
課税所得
145万円
未満

18,000円
年間144,000円

57,600円
※多数回44,400円。 不要

住民税
非課税
世　帯

区分Ⅱ 8,000円 24,600円 必要

区分Ⅰ 8,000円 15,000円 必要

８月からの『限度額適用認定証』の申請について『被保険者証』・『高齢受給者証』について

平成30年８月から
自己負担限度額が変わります

国民健康保険のお知らせ
▶問い合わせ　国民健康保険グループ（☎�１７７１）

『被保険者証』・『高齢受給者証』・『限度額適用認定証』について

70歳から74歳までの外来・入院時の『自己負担限度額』について

　入院や高額な外来診療のとき、『限度額適用認
定証』を医療機関の窓口に提示することで、自己
負担額を限度額までに抑えることができます。
　８月１日㈬以降に入院する予定などで（継続入
院を含む）次のいずれかに該当する方は、国民健
康保険グループまたは各支所で申請してください。
▶対象（国民健康保険に加入している方）　
・70歳未満の方
・�70歳から74歳までで住民税非課税世帯の方また
は現役並み所得者の一部の方（下の『自己負担
限度額』についてを参照ください）

▶手続きに必要なもの　
　被保険者証、マイナンバー（個人番号）の分か
る書類、印鑑（朱肉を使うもの）、委任状（別世
帯の方が申請を行う場合のみ）
※�国民健康保険税の納税状況により交付できない
場合があります。

※�限度額適用認定証は、手続きを行った月の１日
から有効です。

※�７月２日㈪から事前申請を受け付けします（交
付は８月１日㈬以降になります）。

※�平成29年分の収入申告が未申告の方は、申告を
済ませ、申告書の控えをご持参ください。

◎新しい被保険者証を７月中旬に郵送します
　『被保険者証』の有効期限は、平成30年７月31
日㈫までとなっていますので、８月１日㈬から使
用できる新しい被保険者証を世帯ごとに簡易書留
で郵送します。
◎高齢受給者証が被保険者証と一体になります　
　70歳から74歳までの国民健康保険加入者に交付
している『高齢受給者証』は、８月以降、被保険
者証と一体になります。
　該当者には、被保険者証と一体になった『国民
健康保険被保険者証兼高齢受給者証』を７月中旬
に簡易書留で郵送します。
◎�国民健康保険被保険者証兼高齢受給者証の�
医療費の自己負担割合　

◎平成30年８月からの自己負担限度額（月額）　

　平成30年８月から、70歳以上で『現役並
み所得者』に該当する方の自己負担限度額
が細分化されます。
　細分化に伴い、現役並み所得者も『限度
額適用認定証』の発行が必要となる場合が
ありますので、右の表でご確認ください。
　なお、自己負担限度額を超えて支払った
医療費がある場合、後日、国民健康保険グ
ループから還付のお知らせを郵送します。
※�過去12カ月以内に限度額を超えた回数が
４回以上の場合は、４回目から『多数回』
となり、自己負担限度額が下がります。

※�『現役並み所得者』とは、同一世帯に住民税の
課税所得額（総所得額から所得控除額を引いた
もの）が145万円以上ある70歳から74歳までの
国民健康保険加入者がいる方のことです。

6 ２０１８．７月号 � 国民健康保険のお知らせ



【 】【 】＝＋均等割
50,205円

所得割
（平成29年中の所得－33万円）×10.59㌫

１年間の
保険料

後期高齢者医療制度のお知らせ
▶問い合わせ　北海道後期高齢者医療広域連合（☎011－290－5601）
　　　　　　　年金・長寿医療グループ（☎�２１３７）

平成30年度の保険料を７月にお知らせします

新しい『被保険者証』と『減額認定証』を７月に郵送します

所得の合計が次の金額以下
の世帯 軽減割合 軽減後の

年間均等割
33万円かつ被保険者全員が
所得０円（年金収入のみの
場合、受給額が80万円以下）

９割軽減 5,020円

33万円 8.5割軽減 7,530円
33万円＋（27万5,000円×
世帯の被保険者数） ５割軽減 25,102円

33万円＋（50万円×世帯の
被保険者数） ２割軽減 40,164円

◎保険料の計算方法について

◎保険料の軽減について
1均等割の軽減 2所得割の軽減

3被用者保険の被扶養者だった方の軽減

　軽減後の保険料　25,102円（年間）

新しい被保険者証は桃色です
新しい減額認定証は水色です

※所得とは、前年の収入から必要経費（公的年金等控除額や給与所得控除額など）を引いたものです。
※１年間の保険料上限額は62万円です。
※年度途中で加入したときは、加入した月からの月割計算です。

※�被保険者と世帯主（被保険者ではない世帯主も含
む）の所得の合計で判定します。
※�昭和28年１月１日以前に生まれた方の公的年金な
どに係る所得については、15万円を引いた額で判
定します。

　現在お持ちの『被保険者証』と『減額認定証（限度額
適用・標準負担額減額認定証）』の有効期限は平成30年
７月31日㈫です。
　７月中に新しい被保険者証と減額認定証を郵送します
ので、届きましたら新しいものをご使用ください。

　平成30年度から所得割の軽減はありません。

　被用者保険の被扶養者だった方が、後期高齢者
医療制度に加入した場合、急激な負担の増加を抑
えるため、所得割はかからず、均等割が５割軽減
となる特別措置をとっています。
※�所得の状況により、均等割が５割軽減から９割
軽減または8.5割軽減になる場合があります。

※�被用者保険とは、協会けんぽなど、主に会社員
が加入している健康保険のことで、市の国民健
康保険、国民健康保険組合は含まれません。
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平成30～32年度の介護保険料
平成２9年度（旧）

➡

平成３０年度（新）
保険料段階 年間保険料 保険料段階 対象となる方 年間保険料

第１段階 19,900円 第１段階

・生活保護受給者の方
・�老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非
課税の方

・�世帯全員が市民税非課税で、本人の前年の
課税対象年金収入額と合計所得金額の合計
が80万円以下の方

23,200円

第２段階 33,300円 第２段階
・�世帯全員が市民税非課税で、本人の前年の
課税対象年金収入額と合計所得金額の合計
が80万円を超えて120万円以下の方

36,100円

第３段階 33,300円 第３段階
・�世帯全員が市民税非課税で、本人の前年の
課税対象年金収入額と合計所得金額の合計
が120万円を超える方

38,700円

第４段階 39,900円 第４段階
・�本人は市民税非課税で、同一世帯に市民税
が課税されている人がおり、本人の前年の
課税対象年金収入額と合計所得金額の合計
が80万円以下の方

46,400円

第５段階 44,400円 第５段階
・�本人は市民税非課税で、同一世帯に市民税
が課税されている人がおり、本人の前年の
課税対象年金収入額と合計所得金額の合計
が80万円を超える方

51,600円

第６段階 53,200円 第６段階 ・�本人に市民税が課税されており、前年の合
計所得金額が120万円未満の方 61,900円

第７段階 57,700円 第７段階 ・�本人に市民税が課税されており、前年の合
計所得金額が120万円以上200万円未満の方 67,000円

第８段階 66,600円 第８段階 ・�本人に市民税が課税されており、前年の合
計所得金額が200万円以上300万円未満の方 77,400円

第９段階 75,400円 第９段階 ・�本人に市民税が課税されており、前年の合
計所得金額が300万円以上500万円未満の方 87,700円

第10段階 ・�本人に市民税が課税されており、前年の合
計所得金額が500万円以上の方 92,800円

65歳以上の方の介護保険料が変わります
▶問い合わせ　高齢・介護グループ（☎�５７２０）

　市は、65歳以上の方（第１号被保険者）の介護保険料を、高齢化率やサービスの利用状況の変化
などを考慮しながら３年ごとに見直しを行っています。
　平成30年度から、介護保険料の段階や年間保険料額を見直しましたのでお知らせします。

①保険料の段階を９段階から10段階に細分化
②�市民税が課税されており、前年の合計所得金額が120万円以上の方（第７～10段階）の所得
基準額を変更
③各段階の年間保険料額を変更

平成30年度見直しによる主な変更内容

　平成30年度の保険料は、平成29年中の収入や平成30年度の市民税の課税状況などから算定し、７
月中旬に通知します。
　なお、介護保険料を公的年金などからの特別徴収により納めている方については、４月・６月の
公的年金などから平成30年度の介護保険料として仮算定した額（平成30年２月と同額）を納めてい
ただいていますので、算定した平成30年度の保険料額から既に納めていただいた額を差し引いた額
を８月以降の公的年金などから特別徴収により納めていただきます。
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情報公開制度

個人情報保護制度

～平成29年度の公開状況～

～平成29年度の運用状況～

問い合わせ　総務グループ（☎�１１３０）

◎登別市情報公開条例に基づく公文書の公開請求・申し出など

実施機関の名称 公開の請求・
申し出件数

公開の請求・申し出の内訳
公開の請求件数 公開の申し出件数

市長部局 ２件 ２件 ０件
消防部局 １件 １件 ０件
合計 ３件 ３件 ０件

◎請求・申し出に対する決定などの内容別件数
請求の内容 公　　開 一部公開 非 公 開 取り下げ 不存在など
公開の請求 １件 ２件 ０件 ０件 ０件
公開の申し出 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件

合計 １件 ２件 ０件 ０件 ０件

※一部公開とは、特定の個人を識別できる情報などを除いて公開したものです。

◎登別市個人情報保護条例に基づく個人情報の開示請求など

実施機関
の名称

個人情報の
請求件数

個人情報の請求の内訳
開示請求
件数

訂正請求
件数

取扱削除
請求件数

取扱中止
請求件数

市長部局 ３件 ３件 ０件 ０件 ０件

◎請求に対する決定などの内容別件数

請求の内容
開示、訂正、
取扱削除また
は取扱中止　

請求の一部
に応じない

請求の全部
に応じない 不存在など

開示請求 １件 ２件 ０件 ０件

情報公開制度による公文書の公開状況と
個人情報保護制度の運用状況を公表します

　皆さんの申し出により、市の
職員が職務上作成、または取得
した文書や図面などの公文書を
公開する制度です。
　『登別市情報公開条例』は、
公文書の公開を求める市民の権
利を明らかにするとともに、市
政に対する市民の理解と信頼を
深め、市民参加による開かれた
市政を一層推進し、公正で民主
的な市政の発展に役立てること
を目的に定めています。

　皆さんの個人情報を保護する
とともに、自分の個人情報を閲
覧したり、誤りを訂正したりす
ることができる制度です。
　『登別市個人情報保護条例』
は、個人情報の開示などを請求
する市民の権利を保障するとと
もに、個人の権利利益の保護と
公正で民主的な市政の推進を図
り、基本的人権の擁護に役立て
ることを目的に定めています。

9  ２０１８．７月号  情報公開制度による公文書の公開状況と個人情報保護制度の運用状況を公表します



人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

富岸ジュニアキッカーズ
『
富
岸
ジ
ュ
ニ
ア
キ
ッ
カ
ー
ズ
』

は
、
平
成
元
年
に
結
成
さ
れ
た
緑
陽

中
学
校
区
に
あ
る
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

で
す
。

現
在
の
団
員
は
、
小
学
１
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
の
男
女
27
人
。
毎
週

火
・
木
曜
日
の
16
時
か
ら
18
時
30
分

ま
で
と
毎
週
土
曜
日
の
13
時
30
分
か

ら
16
時
ま
で
、
監
督
と
コ
ー
チ
の
指

導
の
も
と
、
富
岸
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
体
育
館
で
サ
ッ
カ
ー
の
練
習

を
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
に
は
、
サ
ッ
カ
ー

を
通
じ
て
友
達
を
つ
く
り
、
仲
間
を

思
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
何
よ
り
、
サ

ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
監
督

の
鈴す

ず

木き

敏と
し

晴は
る

さ
ん
。

「
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぎ
、
ゴ
ー
ル
を

決
め
て
試
合
に
勝
っ
た
と
き
の
楽
し

さ
や
負
け
た
と
き
の
悔
し
さ
を
み
ん

な
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
す
ば
ら

し
い
競
技
で
す
」
と
鈴
木
さ
ん
は
サ

ッ
カ
ー
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
や
全

道
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
大
会
な
ど
、
数

多
く
の
大
会
に
向
け
て
練
習
し
て
い

る
『
富
岸
ジ
ュ
ニ
ア
キ
ッ
カ
ー
ズ
』
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
祖そ

父ぶ

江え

亮り
ょ
う

大た

さ
ん

（
富
岸
小
学
校
６
年
生
）
は
「
み
ん

な
で
勝
ち
進
み
、
全
道
大
会
の
出
場

権
を
手
に
入
れ
た
い
で
す
」
と
意
気

込
み
を
語
り
、
チ
ー
ム
メ
ー
ト
を
引

っ
ぱ
り
ま
す
。

プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
も
輩
出
し

て
い
る
『
富
岸
ジ
ュ
ニ
ア
キ
ッ
カ
ー

ズ
』
。
入
団
や
見
学
を
希
望
す
る
方

は
、
鈴
木
さ
ん
（
☎
080

－

５
５
８
０

－

９
９
６
８
）
ま
で
。

▲�細かいボールタッチでジグザグドリブ
ルの練習をする子どもたち

サッカーを楽しむことと
仲間を思う気持ちを大切
に

知
っ
て
備
え
る 

防
災
メ
モ
第
66
回

　
登
別
市
に
も
よ
う
や
く
夏
が
訪
れ
ま
し

た
。
短
い
夏
を
満
喫
し
よ
う
と
、
行
楽
を

予
定
し
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、

台
風
な
ど
に
よ
る
広
い
範
囲
の
大
雨
や
発

達
し
た
積
乱
雲
に
よ
る
局
地
的
な
大
雨
な

ど
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

雨
に
よ
る
災
害
の
種
類
　

　
私
た
ち
の
生
活
に
恵
み
を
も
た
ら
す
雨

も
、
時
に
は
い
ろ
い
ろ
な
災
害
に
繋
が
り
、

私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・�

道
路
、
田
畑
の
冠
水
や
低
い
土
地
で
の

『
浸
水
害
』

・�

河
川
の
増
水
や
氾
濫
に
よ
る
『
洪
水
害
』

・�

地
盤
が
緩
み
発
生
す
る
土
石
流
や
が
け

崩
れ
な
ど
の
『
土
砂
災
害
』

　
登
別
市
で
は
過
去
に
１
時
間
で
126
ミ
リ

の
豪
雨
が
降
っ
た
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
雨

の
多
い
地
域
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
大
雨

に
よ
る
災
害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
１
時
間
に
80
ミ
リ
を
超
え
る
雨
が
降
っ

た
場
合
は
水
し
ぶ
き
が
立
ち
、
辺
り
一
面
、

視
界
が
悪
く
な
る
な
ど
、
圧
迫
感
や
恐
怖

を
感
じ
る
方
も
い
ま
す
。

　
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
気
象
庁

が
発
表
す
る
警
報
や
注
意
報
、
市
の
発
令

す
る
避
難
に
関
す
る
情
報
に
気
を
付
け
、

早
め
に
避
難
の
準
備
を
す
る
よ
う
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

『
大
雨
』
が
も
た
ら
す
『
災
害
』

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

強い雨が降ったときの状況
１時間当た
りの雨量 20㍉～30㍉ 30㍉～50㍉ 50㍉～80㍉ 80㍉以上

天気予報で用
いられる用語 強い雨 激しい雨 非常に激しい雨 猛烈な雨

雨の降り方 土砂降りで傘を
さしても濡れる

バケツをひっく
り返したように
降る

滝のようにゴー
ゴーと降り続く

息苦しくなるよ
うな圧迫感があ
り、恐怖を感じ
る

状況

側溝や下水、小
さな川があふれ
る。小規模の崖
崩れが起きる恐
れがある

道路が川のよう
になり、山崩れ
や崖崩れが発生
しやすくなる

視界が悪く、車
の運転は危険。
マンホールから
水が噴き出すこ
ともある

雨による大規模
な災害が発生す
る恐れが強く、
厳重な警戒が必
要となる
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・
家
族
や
婚
約
中
の
方
と
入
居
す
る
方

・
持
ち
家
の
な
い
方

・
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
な
い
方

・
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

・�

入
居
者
と
同
居
者
が
『
暴
力
団
員
に
よ
る
不

当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
』
第
２

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方

・�

世
帯
全
員
の
所
得
の
合
計
か
ら
各
控
除
額
を

差
し
引
き
、
12
で
除
し
た
額
が
15
万
８
千
円

以
下
の
世
帯
（
た
だ
し
、
入
居
者
の
年
齢
や

障
が
い
の
程
度
な
ど
に
よ
っ
て
、
21
万
４
千

円
以
下
と
な
り
ま
す
）

　
『
入
居
申
込
書
』
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

原
則
、
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
３
階
）

に
持
参

※�

郵
送
で
の
申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※�

『
入
居
申
込
書
』
や
必
要
書
類
・
注
意
事
項

な
ど
を
記
載
し
て
い
る
『
市
営
住
宅
入
居
随

時
募
集
の
し
お
り
』
に
つ
い
て
は
、
７
月
２

日
㈪
か
ら
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
に
備
え
付
け

る
ほ
か
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
７
月
17
日
㈫
９
時
か
ら
申
し
込
み
順

※�

受
け
付
け
は
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

９
時
か
ら
17
時
30
分
ま
で
。

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
は
、
年
３
回
程

度
、
定
期
的
に
行
っ
て
お
り
、
応
募
者

は
、
１
世
帯
１
戸
の
み
応
募
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
し
か
し
、
入
居
を
希
望
し
た
住
宅
に
応
募
が

重
な
り
、
抽
選
に
外
れ
た
場
合
、
ほ
か
の
住
宅

へ
の
申
し
込
み
は
、
次
回
の
定
期
募
集
ま
で
、

数
カ
月
ほ
ど
待
つ
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
営
住
宅
へ
の
入
居
を
希
望
す
る

方
が
、
定
期
募
集
を
待
た
ず
に
、
よ
り
申
し
込

み
を
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
今
年
度
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
定
期
募
集
に
加
え
て
、
定
期
募
集
で

入
居
者
が
決
定
し
な
か
っ
た
住
宅
を
対
象
に
、

随
時
、
入
居
申
込
者
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。随

時
募
集
の
受
付
開
始
は
、
平
成
30
年
７

月
17
日
㈫
９
時
か
ら
で
、
建
築
住
宅
グ

ル
ー
プ
（
市
役
所
本
庁
舎
３
階
）
に
て
、
申
し

込
み
順
で
受
け
付
け
を
行
い
、
入
居
者
を
決
定

し
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
、
定
期
募
集
で
入
居
者
が
決
ま
ら

な
か
っ
た
住
宅
に
つ
い
て
、
定
期
募
集

し
た
翌
月
の
１
日
か
ら
随
時
、
入
居
者
の
募
集

を
行
い
ま
す
の
で
、
随
時
募
集
を
し
て
い
る
住

※�

定
期
募
集
を
行
う
住
宅
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
『
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
』
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

宅
に
つ
い
て
は
『
建
築
住
宅

グ
ル
ー
プ
』
に
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

◆
申
込
資
格
（
全
て
に
該
当
す
る
方
）

◆
申
込
方
法

◆
受
付
開
始
日
時

◎７月17日㈫から随時募集を行う住宅一覧
所在地 団地名 募集区分 住宅番号 階数・広さ（㎡） 家賃（円）

常盤町
３丁目 緑ヶ丘 一般世帯

1－131 ３階・３LDK（66.5） 19,400～38,200

3－332 ３階・３LDK（66.4） 19,900～39,200

5－534 ３階・３LDK（66.4） 20,500～40,200

千歳町
１丁目 千歳 一般世帯

1－132 ３階・３LDK（65.9） 17,800～35,100

1－136 ３階・３LDK（65.9） 17,800～35,100

3－352 ５階・３LDK（65.9） 18,100～35,600

幌別町
８丁目 幌別東 一般世帯

75R4－302 ３階・３DK（56.5） 13,200～25,900

76R2－303 ３階・３DK（58.9） 14,000～27,400

柏木町
１丁目 柏木 一般世帯

7－742 ４階・３DK（59.9） 14,500～28,600

10－1036 ３階・３DK（63.6） 15,400～30,400
※『一般世帯』とは、二人以上の世帯で入居される方です。

▶問い合わせ　建築住宅グループ（☎�４３９９）

７月17日火から

市営住宅入居者の□随□時□募□集を開始します
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昭
和
43
年
９
月
20
日
に
制
定
さ
れ
た
『
登
別
町
民
憲
章
』
は
、
昭
和

45
年
の
市
制
施
行
に
伴
い
、
『
登
別
市
民
憲
章
』
と
改
称
し
、
よ
り
よ

い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
基
本
的
な
市
民
の
心
構
え
と
し
て
、
市
民
の

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
連
載
の
４
回
目
と
し
て
、
ま
ち
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
地
域
づ
く
り
の
大
切
さ
を
伝
え
る
一
章
を

紹
介
し
ま
す
。

　『
登
別
市
民
憲
章
』
が
平
成
30
年
度
に
制
定
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　今
一
度
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
『
登
別
市
民
憲
章
』
に
込
め
ら
れ
た

想
い
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
登
別
市
の
未
来
へ
継
承
す
る
た
め
、
五
つ

の
章
を
一
章
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。

＝4＝

実践活動の例

2018� 1968
市民憲章制定50周年

●�地域の子どもたちとあいさつ
をしましょう
●�子どもにさまざまな体験をさ
せましょう
●�家庭内のコミュニケーション
を大切にしましょう
●�子どもと夢について語りまし
ょう

　この章のキーワードは、『未来』です。
　私たちのまち『のぼりべつ』が今後も住みよいまちであり続けるためには、
このまちの未来を担う子どもたちを家庭だけではなく、地域全体で育むこと
が重要です。
　地域全体で子どもたちを見守りながら、市民一人ひとりが人と人とのつな
がりを大切にすることで、子どもの頃から、学校や地域における多くの人々
との交流、たくさんの経験を重ねることができ、自分が住むまちへの誇りや
愛着、そして豊かな心の醸成につながります。
　また、子どもたちが自身の将来を見据え、健全な夢を抱き、夢の実現に向
けて努力するとともに、自分たちがまちの未来を担っていく存在であること
を自覚することで、より健やかな成長が期待できます。
　子どもたちの健やかな成長とのぼりべつの未来のため、明るい家庭とより
良い地域づくりに努めましょう。

問い合わせ　市民協働グループ（☎�１０７９）・登別市民憲章推進協議会事務局連絡所（市民協働グループ内）

毎
日
の
生
活
に

市
民
憲
章
を

一　未来をつくる青少年の　健全な
� 夢の育つまちをつくりましょう

▲�同世代の子どもたちが『ふ
ぉれすと鉱山』で寝食を共
にする通学合宿

◀�地域の人たちと昔ながらの
遊びを楽しむ『世代間交流』
（幌別小学校）

黒
くろ

澤
さわ

 友
とも

義
よし

さん（常盤町）

　わたしたちは　古い歴史と美しい自然に恵まれた
登別の市民です
　ここに　わたしたちの心がまえを定めてよりよい
まちをつくることに努めます

一　心身をきたえよく働いて　活気あふれる�
� 豊かなまちをつくりましょう
一　親切をつくし　きまりを守って　明るく�
� 住みよいまちをつくりましょう
一　自然を愛し　力をあわせて　緑と空気と太陽の�
� いっぱいあるきれいなまちをつくりましょう
一　未来をつくる青少年の　健全な�
� 夢の育つまちをつくりましょう
一　教養をつみ　視野を広げて　平和で文化の�
� かおり高いまちをつくりましょう

登別市民憲章

12 ２０１８．７月号 � 市民憲章制定50周年



「
５
年
前
に
室
蘭
港
に
寄
港
し
た
豪

華
客
船
の
船
長
に
魚
拓
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
変
喜
ん
で
、

船
長
室
に
飾
る
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
魚
拓
と
な
っ
た
登
別
の
魚
が
、

フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
世
界
を
旅
し
て
い

る
と
思
う
と
わ
く
わ
く
し
ま
せ
ん
か
」

と
笑
顔
で
語
る
黒
澤
さ
ん
。

江
戸
時
代
に
記
録
方
法
の
一
つ
と
し

て
発
案
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
魚
拓
』
。

現
在
で
は
、
魚
に
墨
を
塗
り
、
紙
に
転

写
す
る
『
直
接
法
』
に
加
え
、
魚
に
紙

や
布
を
の
せ
、
そ
の
上
か
ら
綿
を
布
で

包
ん
だ
タ
ン
ポ
と
い
う
道
具
を
用
い
て

着
色
し
て
い
く
『
間
接
法
』
と
い
っ
た

技
法
に
よ
り
、
表
現
豊
か
な
作
品
が
多

く
作
ら
れ
、
そ
の
芸
術
性
は
海
外
で
も

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

昭
和
43
年
か
ら
『
間
接
法
』
で
の
魚

多
く
の
人
に
魚
拓
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
魚
拓
の
展
示
会
や

市
民
講
座
を
開
催
し
た
り
、
市
内
の
小

学
校
や
『
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
』
な
ど
で
、

子
ど
も
た
ち
の
体
験
教
室
を
行
っ
て
き

た
黒
澤
さ
ん
。

「
最
近
は
、
魚
に
一
度
も
触
れ
た
こ

と
が
な
い
子
ど
も
が
多
く
い
ま
す
。
そ

ん
な
子
ど
も
た
ち
も
、
魚
拓
作
り
を
体

験
す
る
と
、
魚
の
細
部
ま
で
こ
だ
わ
っ

て
色
付
け
し
、
完
成
作
品
を
笑
顔
で
持

ち
帰
り
ま
す
。
そ
の
姿
を
見
て
魚
拓
の

魅
力
を
再
確
認
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
一
度
体
験
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
」
と
話
す
黒
澤
さ
ん
は
、

思
い
を
共
に
す
る
同
好
会
の
会
員
と
こ

れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
魚
拓
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

拓
作
り
に
励
ん
で
い
る
黒
澤
さ
ん
は
、

日
本
独
自
の
文
化
で
あ
る
魚
拓
を
市
内

で
も
広
げ
よ
う
と
仲
間
を
募
り
、
登
別

魚
拓
同
好
会
を
発
足
。

「
現
在
加
入
し
て
い
る
11
人
の
会
員

は
熟
練
し
た
人
が
多
く
、
見
る
人
の
心

に
深
い
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
作
品
を

生
み
出
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
黒
澤
さ

ん
は
、
会
員
へ
の
技
法
伝
承
に
取
り
組

み
な
が
ら
も
、
た
ゆ
ま
ぬ
自
己
研
さ
ん

に
努
め
て
い
ま
す
。

魚
拓
の
文
化
を
登
別
に

魚
拓
に
ふ
れ
る
・
魅
力
を
知
る

大正14年、登別市生まれ。92歳。
室蘭市内の企業で働いた後、鷲別町で釣具店を開く。本で紹介
されていた間接法の魚拓に感銘を受け、神奈川県まで行き、技
術を習得。仲間と共に、魚拓作りに励み、現在は登別魚拓同好
会と北海道魚拓研究連合会の名誉顧問を務める。

　皆さんは魚拓を見たことはありますか。日
本独自の文化として古くから行われてきた魚
拓が、登別市内においても根付き、人から人
へとその文化や技術が伝承されています。
　今号では、昭和52年３月に登別魚拓同好会
を発足し、登別市だけではなく、北海道の魚
拓文化を牽引してきた黒澤さんに魚拓の魅力
についてお聞きしました。

魚拓の素晴らしさ・
楽しさをより多くの
人と共に

▲�互いに技術を磨き合う登別魚
拓同好会の会員（鷲別公民館）

タンポ

黒
くろ

澤
さわ

 友
とも

義
よし

さん（常盤町）
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５
月
20
日
㈰
、
亀
田
記
念
公
園
で
『
Ｎ
ネ
ッ

ト
ま
つ
り
』
（
の
ぼ
り
べ
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
主

催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
３
回
目
と
な
る
同
ま
つ
り
は
『
の
ぼ

り
べ
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
』
を
構
成
す
る
市
内
７

つ
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

の
ほ
か
、
就
労
支
援
施
設
な
ど
が
、
野
菜
や
花

苗
、
手
作
り
雑
貨
な
ど
の
販
売
を
は
じ
め
、
自

然
散
策
体
験
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
物
販
や

催
し
を
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
お
花
見
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
訪
れ

た
多
く
の
市
民
も
会
場
に
立
ち
寄
り
、
春
を
感

じ
な
が
ら
、
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
５
月
22
日
㈫
、
市
民
会
館
で
『
登
別
市
民
憲
章
制
定

50
周
年
記
念
　
第
２
回
国
際
理
解
講
座
』
（
市
主
催
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
平
成
29
年
７
月
か
ら
市
内
で
外
国
語
指
導

助
手
を
務
め
る
コ
ー
ジ
・
ウ
メ
ザ
ワ
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
出
身
地
で
あ
る
カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
ト
ロ
ン

ト
の
地
理
や
文
化
な
ど
に
つ
い
て
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　
ト
ロ
ン
ト
は
、
世
界
中
か
ら
多
く
の
移
民
を
受
け
入

れ
て
き
た
た
め
、
人
口
の
半
分
以
上
が
さ
ま
ざ
ま
な
国

や
地
域
か
ら
の
移
住
者
で
あ
り
、
消
防
や
救
急
サ
ー
ビ

ス
が
150
も
の
言
語
に
対
応
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い

た
受
講
者
は
、
驚
き
と
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

Ｎ
ネ
ッ
ト
ま
つ
り

登
別
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念

第
２
回
国
際
理
解
講
座

登
別
の
春
を
満
喫

多
文
化
共
生
を
学
ぶ

▲�晴天に恵まれ、多くの市民が集まった会場

▲�ウメザワさんの話に耳を傾ける受講者

5
� 2０

5
� 22

5
� 22

5
� 26

　５月22日㈫、労働福祉センターで登別市や白老町、
北海道が共同設置する『倶多楽火山防災協議会』が
開催されました。
　登別市と白老町にまたがり、温泉などの豊かな自
然の恵みを生み出す倶多楽火山と共生していくため、
同協議会では、火山が噴火した場合や噴火が予想さ
れる場合の影響範囲のほか、防災対応に当たる団体
が実施すべき役割、地域にお住まいの方や観光客が
とるべき避難行動などをまとめた『倶多楽火山避難
計画』の策定に向けて協議を進めています。
　平成30年度第１回目となる今回は、避難計画（案）
について協議を行ったほか、現在の倶多楽火山の活
動状況などを共有し、いつ起きるかわからない災害
に備え、団体間の連携を強化していました。

　５月26日㈯、登別漁港で地場産の水産物の消費拡
大などを目的とした『朝市』（いぶり中央漁業協同
組合水産物消費拡大推進事業実行委員会主催）が開
催されました。
　登別漁港で水揚げされたカレイやマス、ツブ貝、
南蛮エビなど、さまざまな魚介類が並んだ朝市。販
売開始から見る見るうちに商品がなくなり、わずか
20分で完売するほどの大盛況でした。

　伊達市から買い
求めに来たという
岸
きし

幸
ゆき

子
こ

さんは、
「生きているエビ
を安く買うことが
できて良かったで
す」と大満足。こ
の朝市は11月まで、
登別漁港などで月
１回程度行われる
予定です。

倶
く っ た

多楽
ら

火
か

山
ざん

防災協議会

登別漁港　朝市

火山と共にある生活に
必要な備え

登別の新鮮な海の幸を
お手頃価格でお届け

▲�登別市内外から25の団体などが集まり、倶多楽火山の現状な
どの情報共有を図った倶多楽火山防災協議会

▲�お目当ての魚介類を買い求める人々
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５
月
26
日
㈯
、
千
歳
町
に
あ
る
『
ふ
れ
あ
い

農
園
』
で
、
『
田
植
え
』
（
登
別
市
学
校
支
援

地
域
本
部
実
行
委
員
会
・
登
別
市
幌
別
中
学
校

区
地
域
教
育
協
議
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
田
ん
ぼ
で
の
体
験
を
通
じ
て
、

日
々
の
食
生
活
に
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年

で
27
回
目
を
数
え
ま
す
。

　
参
加
し
た
地
域
の
小
学
生
や
中
学
生
な
ど
、

約
110
人
は
田
ん
ぼ
の
土
の
冷
た
さ
や
動
き
づ
ら

さ
に
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
慣
れ
、

秋
の
実
り
を
期
待
し
、
丁
寧
に
稲
の
苗
を
植
え

て
い
ま
し
た
。

　
６
月
１
日
㈮
、
登
別
地
獄
谷
で
『
地
獄
の
谷
の
鬼
花

火
』
（
登
別
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
・
市
主

催
）
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　
国
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
１
千
800
人
が
注
目
す
る
中
、

登
別
温
泉
の
守
り
神
で
あ
る
湯ゆ

鬼き

神じ
ん

が
登
場
。
太
鼓
や

鈴
の
音
に
合
わ
せ
た
幻
想
的
な
舞
い
と
、
人
々
の
幸
せ

を
願
っ
て
打
ち
上
げ
る
手
筒
花
火
を
披
露
し
、
観
光
客

に
熱
気
と
感
動
を
届
け
ま
し
た
。

　
今
年
で
13
年
目
を
迎
え
、
登
別
市
を
代
表
す
る
行
事

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
『
地
獄
の
谷
の
鬼
花
火
』
は
、

７
月
27
日
㈮
ま
で
の
毎
週
木
・
金
曜
日
、
20
時
30
分
か

ら
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。

ふ
れ
あ
い
農
園
『
田
植
え
』

地
獄
の
谷
の
鬼
花
火

記
憶
に
残
る
体
験
を

登
別
の
夜
空
を
彩
る

▲�大人と子どもが入り交じり、横一列にな
って行った田植え

▲�約８㍍の火柱を吹き上げる手筒花火
を持つ湯鬼神

5
� 26

5
� 28

6
� １

6
� １

　５月28日㈪、市民会館で、登別ときめき大学の平
成30年度第１回基礎コース講座『登別市の現状と未
来について』（市教育委員会主催）を開催しました。
　登別ときめき大学は、年齢や性別に関係なく、誰
もが生涯を通して学ぶことができる市民大学で、歴
史や文化、社会の情勢など、さまざまな分野の講座
を受講することができ、８つの基礎コース講座と市
内で開催されるさまざまな講演会などを紹介する連
携コース講座で構成しています。
　第１回目となる本講座には、40人の受講生が参加
し、まちづくりの拠点となる登別市本庁舎の建設に
向けた考え方などについて、説明を受けました。
　２年ぶりに同大学の講座を受講したという受講生
は「久しぶりに受講しましたが、知らないことがた
くさんあり、勉強になります」と話していました。

　登別ときめき大
学は、年間1,000
円の受講料で多様
な講座を受講する
ことができます。
　興味のある方は、
社会教育グループ
（☎�１１２９）
までご連絡くださ
い。

　６月１日㈮、札幌市中央区にあるアスティ45ビル
で、札幌圏に居住する登別市出身者や登別にゆかり
のある人たちがふるさと登別を応援する『札幌のぼ
りべつ会』の定期総会と、市からの情報提供や札幌
圏と市内企業との経済交流を図る『札幌のぼりべつ
交流プラザ』（同会主催）が開催されました。
　平成30年度の事業計画などが審議された定期総会
で、登別ブランド推奨品の拡販活動や登別市への観
光客誘致活動などに引き続き取り組むことを決定し
た会員は、のぼりべつを応援する気持ちを新たにし

ていました。
　また、交流プラザで
は、市職員から説明を
受けた登別市本庁舎の
建設に向けた進捗状況
や市内企業関係者から
紹介された現在の取り
組みに対し、意見交換
を行いました。

登別ときめき大学第１回基礎コース講座

札幌のぼりべつ会平成30年度定期総会・
第25回札幌のぼりべつ交流プラザ

生涯にわたり学ぶ

札幌圏の登別応援隊

この記事の関連動画を
次の方法でご覧いただ
けます。
・ＵＲＬ：
https：//www.you
tube.com/user/
Noboribetsu
Official/videos
・市フェイスブック
・二次元バーコード

この記事の関連動画を次の
方法でご覧いただけます。
・ＵＲＬ：
https：//www.
youtube.com/user/
Noboribetsu
Official/videos
・市フェイスブック
・二次元バーコード

▲�小
お

笠
がさ

原
わら

市長（左）の話に耳を傾ける
受講生の皆さん

▲�市職員から『登別市本庁舎建設
基本構想（案）』について説明
を受ける会員
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く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

８月の粗大ごみ収集

収集の申し込み　㈲登和清掃（☎�０２００）
※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

　
き
れ
い
で
楽
し
い
花
火
も
間
違
っ

た
遊
び
方
を
す
る
と
大
変
危
険
で
す
。

　
花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
、
次
の
こ
と

を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

・�

消
火
用
の
水
を
バ
ケ
ツ
な
ど
に
入

れ
、
近
く
に
用
意
す
る

・�

花
火
の
注
意
書
き
に
書
い
て
あ
る

遊
び
方
を
必
ず
守
る

・�

花
火
が
終
わ
っ
た
ら
、
完
全
に
消

火
し
、
後
始
末
を
き
ち
ん
と
す
る

・�

子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
し
な
い

　
実
際
の
災
害
と
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日�

時
　
７
月
５
日
㈭
10
時
ご
ろ
、
25

日
㈬
14
時
ご
ろ

場
所
　
市
内
全
域

※�
気
象
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

情
報
伝
達
訓
練
と
し
て
、
定
期
的

に
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
な
ど
を
行
う

予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

　
日
本
遺
族
会
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の

・�

風
が
強
い
と
き
は
花
火
を
し
な
い

・�

燃
え
や
す
い
物
の
あ
る
場
所
で
花

火
を
し
な
い

・�

一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火
を

つ
け
な
い

・�

花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い

・�

途
中
で
火
が
消
え
て
も
、
筒
を
の

ぞ
か
な
い

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
）
を
用
い
た
情
報
伝
達
訓
練

と
し
て
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　
交
付
申
請
を
行
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

が
多
く
い
ま
す
。
交
付
期
日
を
過
ぎ

た
場
合
で
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
は
一
定
期
間
保
管
し
て
い
ま
す
の

で
、
受
取
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

受
け
取
り
の
際
に
、
必
要
な
書
類

な
ど
が
あ
る
た
め
、
必
ず
問
い
合

わ
せ
の
上
、
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

�

（
☎
�
１
８
５
５
）

　
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
登
山
道
周
辺
の
国

有
林
に
て
、
立
木
の
健
全
な
成
長
を

促
す
た
め
に
一
部
の
木
を
伐
採
す
る

『
間
伐
作
業
』
を
行
い
ま
す
。
利
用

者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
カ
ム

イ
ヌ
プ
リ
登
山
道
（
幌
別
ダ
ム
コ
ー

ス
）
と
鷲
別
岳
（
水
元
沢
コ
ー
ス
）

へ
の
立
ち
入
り
を
規
制
し
ま
す
。

※�

鷲
別
岳
か
ら
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
間
の

縦
走
は
可
能
で
す
。

規�

制
期
限
　
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰

問
い
合
わ
せ
　
後
志
森
林
管
理
署

　
（
☎
050

－

３
１
６
０

－

５
８
０
５
）

　
松ま

つ

浦う
ら

武た
け

四し

郞ろ
う

が
、
明
治
政
府
に

『
北
加
伊
道
』
と
い
う
名
称
を
提
案

し
た
７
月
17
日
㈫
は
、
『
北
海
道
み

遺
児
を
対
象
に
、
父
な
ど
が
戦
死
し

た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行

う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友

好
親
善
を
図
る
『
平
成
30
年
度
慰
霊

友
好
親
善
事
業
』
を
実
施
し
ま
す
。

※�

参
加
す
る
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
（
☎
03

－

３
２
６
１

－

５
５
２
１
）

ん
な
の
日
』
で
す
。

　
道
み
ん
の
日
に
は
、
道
内
各
地
の

道
立
施
設
な
ど
に
お
い
て
常
設
展
示

の
観
覧
料
や
入
場
料
が
無
料
ま
た
は

割
引
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
北
海

道
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://ww�

w
.pref.hokkaido.lg.jp/ss/
ssa/717.htm

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
市
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
も
、
市

立
図
書
館
で
は
７
月
13
日
㈮
か
ら
29

日
㈰
ま
で
、
北
海
道
関
連
書
籍
の
展

示
を
行
う
ほ
か
、
郷
土
資
料
館
を
７

月
16
日
㈪
に
無
料
開
放
し
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
北
海
道
総
合
政
策
部

政
策
局
（
☎
011

－

204

－

５
１
０

６
）
、
市
の
公
共
施
設
に
関
し
て

は
企
画
調
整
Ｇ
（
☎
�
１
１
２
２
）

花
火
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん
へ

防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
登
山
道
周
辺
へ
の

立
ち
入
り
を
規
制
し
ま
す

７
月
17
日
は
『
北
海
道
み
ん
な
の
日
』

�

（
愛
称
：
道
み
ん
の
日
）

地　区 収集期間 申込期間

柏木町 ８月６日㈪～
８月11日㈯　

７月23日㈪～
８月３日㈮　

常盤町 ８月13日㈪～
８月18日㈯　

７月30日㈪～
８月10日㈮　

桜木町 ８月20日㈪～
８月25日㈯　

８月６日㈪～
８月17日㈮　

幌別町 ８月27日㈪～
９月１日㈯　

８月13日㈪～
８月24日㈮　

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚１６０円）』
を貼って出してください（１回につき５品まで）。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



　
『
平
成
29
年
度
の
目
標
及
び
そ
の

達
成
に
向
け
た
活
動
の
点
検
・
評
価

と
平
成
30
年
度
の
目
標
及
び
そ
の
達

成
に
向
け
た
活
動
計
画
』
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
内
容
は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
地
方
精
神
保
健

協
会
（
室
蘭
保
健
所
内
・
☎
�
９

８
４
３
）

日
時
　
７
月
22
日
㈰
11
時
～
15
時

場�

所
　
中
嶋
神
社
蓬ほ

う

崍ら
い

殿で
ん

（
室
蘭
市

宮
の
森
町
１
丁
目
１
）

対�

象
　
一
般
求
職
者
、
転
職
希
望
者
、

学
生

日�

時
　
８
月
４
日
㈯
13
時
～
16
時
　

（
開
場
12
時
）

場
所
　
室
蘭
市
市
民
会
館

内�

容
　
よ
し
も
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
宮み

や

川が
わ

花は
な

子こ

さ

ん
に
よ
る
記
念
講
演
（
花
子
の
生

き
生
き
ラ
イ
フ
）
、
式
典
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

　
市
民
マ
イ
プ
ラ
ン
講
座
制
度
は
、

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
皆
さ

ん
か
ら
の
社
資
（
寄
付
金
な
ど
）
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
各
町
内
会
な
ど
を
通
じ
て
、
社
資

の
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
日
本
赤
十
字
社
登
別

市
地
区
事
務
局
（
社
会
福
祉
Ｇ
内
・

☎
�
１
９
１
１
）

館
、
市
立
図
書
館
ア
ー
ニ
ス
分
館
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
し
ん
た
21
、

農
業
委
員
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
農
業
委
員
会
事
務
局

�

（
☎
�
９
１
９
０
）

の
ほ
か
、
市
役
所

１
階
市
民
ロ
ビ
ー

や
各
支
所
、
市
民

会
館
、
市
立
図
書

　
西
胆
振
地
域
と
羊よ

う

蹄て
い

山さ
ん

麓ろ
く

地
域
の

企
業
約
50
社
が
出
展
す
る
広
域
合
同

企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
服
装
、
入
退
場
は
自
由
で
す
。

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
労
政
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
７
１
）

※�

出
展
企
業
は
室
蘭

市
ま
た
は
キ
ャ
リ

ア
バ
ン
ク
㈱
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
順

次
掲
載
。

市
内
の
団
体
が
外
部
か
ら
講
師
を
招

い
て
学
習
会
を
実
施
し
た
と
き
に
、

市
が
講
師
謝
礼
金
（
１
回
５
千
円
）

を
負
担
す
る
制
度
で
す
。

手
続
き
の
流
れ
　

①�

10
人
以
上
の
団
体
で
学
習
会
を
企

画
（
団
体
会
員
の
３
分
の
２
以
上

が
登
別
市
民
で
あ
る
も
の
に
限
る
）

②�

講
座
な
ど
を
実
施
す
る
２
週
間
前

ま
で
に
、
利
用
申
込
書
を
社
会
教

育
グ
ル
ー
プ
に
提
出

③�

講
座
終
了
後
、
２
週
間
以
内
に
実

施
報
告
書
（
写
真
２
枚
添
付
）
を

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
に
提
出

※�

利
用
申
込
書
は
、
市
民
会
館
に
備

え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
市
教
育
委

員
会
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
62
回
精
神
保
健
北
海
道
大
会

『
こ
こ
ろ
健
や
か
に
生
き
生
き
と

～
泣
い
て
笑
っ
て
、
明
日
へ
向
か

っ
て
～
』

市
民
マ
イ
プ
ラ
ン
講
座
制
度
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

寄
付
金
の
募
集

～
日
本
赤
十
字
社
～

よ
う
て
い
・
西
い
ぶ
り
合
同

企
業
説
明
会

露店などを開設する予定がある方へ
～火災事故を防ぐために～　　　

蜂の巣の駆除業者を
紹介します

　平成25年８月、京都府の花火大会会場において、発
電機に使用するガソリンの携行缶の不適切な取り扱い
により、多数の死傷者を出す大変痛ましい火災事故が
発生しました。
　この火災事故を受け、祭礼や縁日、花火大会などの
たくさんの人が集まる催しで火災が発生したときに初
期消火を速やかに行えるよう、対象火気器具等を使用
する場合、消火器を準備した上で使用することが義務
となりました。
　また、対象火気器具等を使用する露店などを開設し
ようとする場合には、事前に消防署へ届け出をするこ
とが義務となりました。
　この届け出により、対象火気器具等や消火器の状況
などを消防職員が確認し、必要に応じて指導を行いま
す。
※�対象火気器具等とは発電機、ガスコンロ、炭火コン
ロ、電気コンロなどです。
▶問い合わせ　消防本部総務グループ（☎�９６１１）

　市が把握している市内または近
隣市で蜂の巣の駆除を行っている
事業者を紹介します。
　一般家庭などにできた蜂の巣の
駆除については、家屋や土地の所
有者などが自らの責任で行ってく
ださい。
▶駆除業者　
○有限会社オリコクリーン
� （☎�１４２２）
○協業組合室蘭清掃管理センター
� （☎�３１５５）
○�北海道防

ぼう

疫
えき

燻
くん

蒸
じょう

株式会社室蘭事
業所（☎�１２５１）

▶問い合わせ　
　�環境対策グループ（クリンクル
センター内・☎�２９５８）
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国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第

２
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収

第
１
期
）
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
（
普
通
徴
収
第
１
期
）
の
納
期
限

は
７
月
31
日
㈫
で
す
。

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

日�

時
　
８
月
４
日
㈯
10
時
15
分
～
16

時
（
９
時
30
分
か
ら
受
付
）

問�

い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

（
☎
�
１
７
７
１
）
、
高
齢
・
介

護
Ｇ
（
☎
�
５
７
２
０
）
、
年
金
・

長
寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）

月
日
　
７
月
21
日
㈯
・
10
月
13
日
㈯

場�

所
　
国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大

学
校
（
岩
手
県
宮
古
市
磯
鶏
２
丁

目
５

－

10
）
　

※�
詳
し
く
は
同
校
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://w
w
w
.jm
ets.ac.jp/

m
iyako/open_cam

pus/inde�
x.htm

l
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
校
教
務
課

　
（
☎
０
１
９
３

－

62

－

５
３
１
６
）

場�

所
　
室
蘭
工
業
大
学
（
室
蘭
市
水

元
町
27

－

１
）

※�

当
日
は
、
Ｊ
Ｒ
東
室
蘭
駅
西
口
か

ら
同
大
学
ま
で
無
料
送
迎
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。

対�

象
　
高
校
生
以
上

内�

容
　
各
学
科
で
の
体
験
学
習
・
実

験
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
な
ど

※�

詳
し
く
は
同
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
大
学
入
試
戦
略
課

入
試
企
画
係
（
☎
�
５
１
６
３
）

　
北
海
道
は
、
平
成
30
年
６
月
か
ら

住
宅
宿
泊
事
業
（
民
泊
）
が
始
ま
っ

　
『
源
泉
所
得
税
の
納
期
の
特
例
』

の
承
認
を
受
け
て
い
る
源
泉
徴
収
義

務
者
が
、
平
成
30
年
１
月
か
ら
６
月

ま
で
に
支
払
っ
た
給
与
等
や
退
職
手

当
等
、
税
理
士
等
の
報
酬
・
料
金
か

ら
源
泉
徴
収
を
し
た
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
納
期
限
は
、
７
月

10
日
㈫
で
す
。

　
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
し
た
場
合
、

加
算
税
や
延
滞
税
が
か
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
納
付
に
は
ダ
イ
レ
ク
ト
納

付
（
電
子
納
税
）
が
便
利
で
す
。

※�

税
額
の
算
出
は
、
平
成
30
年
分
の

源
泉
徴
収
税
額
表
を
確
認
し
、
算

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（http://www.nta.go.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署

�

（
☎
�
４
１
５
１
）

　
『
＃
８
１
０
３
』
は
、
性
犯
罪
被

害
に
対
応
す
る
全
国
共
通
の
相
談
電

話
番
号
で
す
。
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

※�

繋
が
ら
な
い
場
合
は
、
北
海
道
警

察
本
部
（
☎
０
１
２
０

－

756

－

310

ま
た
は
☎
011

－

242

－

０
３
１
０
）

に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
警
察
署

�

（
☎
�
０
１
１
０
）

た
こ
と
に
伴
い
、
民
泊
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
民
泊
に
関
す
る
苦
情
や
通
報
の
内

容
に
応
じ
て
、
担
当
の
機
関
が
事
業

者
へ
の
調
査
や
指
導
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

受�

付
時
間
　
９
時
～
21
時
（
年
中
無

休
）

相�

談
先
　
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
011

－

211

－

２
３
８
８
）

問
い
合
わ
せ
　
総
務
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

室
蘭
工
業
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

国
立
宮み

や

古こ

海
上
技
術
短
期
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

『
北
海
道
・
札
幌
市
民
泊
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
』
開
設
の
お
知
ら
せ

納
期
の
特
例
を
受
け
た
『
源
泉

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
』

の
納
期
限
は
７
月
10
日
㈫
で
す

性
犯
罪
被
害
者
相
談
電
話

『
＃
８
１
０
３
（
ハ
ー
ト
さ
ん
）
』

サマージャンボ

が発売されます宝くじ

日時 場所
７月９日㈪14時 鷲別公民館

７月11日㈬14時 若草つどいセンター

７月19日㈭
１回目：14時、２回目：18時 市民会館

７月23日㈪14時 婦人センター

７月25日㈬13時 登別温泉公民館
※共同墓の申し込みは、９月から受け付けます。

共同墓の使用に関する説明会を開催します

▶問い合わせ　市民サービスグループ（☎�２１３９）

▶販売期間　７月９日㈪～８月３日㈮
※�この宝くじの収益金は市町村の明るく
住みよいまちづくりに使われます。

※�市役所１階の母子会売店でも取り扱い
ますので、ぜひご利用ください。

　共同墓とは、少子高齢化や核家族化が進展している社会環境の中
で、やむを得ない事情でお墓の承継ができない方や身寄りのない方、
また、経済的にお墓を建立することができない方のために、将来に
わたり安心して焼骨を埋蔵するためのお墓です。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



募
　
集

写真で語る昔の
　
市
は
、
登
別
市
本
庁
舎
建
設
基
本

構
想
（
案
）
を
策
定
し
、
本
庁
舎
の

建
設
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
検
討
に
あ
た
り
、
新
し
い
市
役

所
庁
舎
に
必
要
と
考
え
る
機
能
や
新

庁
舎
と
併
せ
て
設
置
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
公
共
施
設
の
集
約

化
、
民
間
施
設
の
複
合
化
な
ど
、
新

　
『
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
』
は
、
介

護
保
険
加
入
者
の
う
ち
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
が
利
用
で
き
る
日
常
生

活
で
の
支
援
や
介
護
予
防
事
業
（
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）

の
一
つ
で
、
介
護
予
防
や
認
知
症
予

防
な
ど
に
役
立
つ
30
分
以
上
の
体
操
、

施
設
ま
で
の
送
迎
、
交
流
の
場
な
ど

を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

　
市
は
、
こ
の
事
業
を
実
施
す
る
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

※�

事
業
に
か
か
る
活
動
費
な
ど
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

募
集
要
件
　

・
法
人
格
を
有
す
る
こ
と

・�

１
週
間
に
１
回
以
上
、
一
回
あ
た

り
概
ね
３
時
間
程
度
、
事
業
を
実
　

施
す
る
こ
と

・�

傷
害
保
険
や
損
害
賠
償
保
険
な
ど

に
加
入
し
、
利
用
者
の
事
故
な
ど

に
備
え
る
こ
と

・�

事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
管
理
者

と
体
操
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る

こ
と

※�

特
定
の
個
人
の
み
に
効
果
の
あ
る

事
業
や
物
品
販
売
を
主
目
的
と
し

た
事
業
な
ど
は
、
『
通
所
型
サ
ー

ビ
ス
Ｂ
』
に
該
当
し
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
７
月
31
日
㈫

申�

し
込
み
　
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
　

（http://www.city.noboribet�
su.lg.jp/article/201803290005�
0/

）
に
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
高
齢
・
介
護
グ

ル
ー
プ
（
〒
059

－

８
７
０
１
中
央

町
６
丁
目
11
）
に
持
参
ま
た
は
郵

送
問
い
合
わ
せ
　
高
齢
・
介
護
Ｇ

�
（
☎
�
５
７
２
０
）

庁
舎
建
設
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
感

想
を
募
集
し
ま
す
。

募�

集
期
間
　
７
月
６
日
㈮
～
８
月
31

日
㈮

提�

出
方
法
　
市
役
所
１
階
市
民
ロ

ビ
ー
に
備
え
付
け
の
専
用
用
紙
か

任
意
の
用
紙
に
①
住
所
、
②
氏
名
、

③
電
話
番
号
、
④
ご
意
見
・
ご
感

想
を
記
入
し
、
同
場
所
に
設
置
し

て
い
る
『
意
見
箱
』
に
投
函
す
る

か
、
総
務
部
総
務
グ
ル
ー
プ

（
〒
059

－

８
７
０
１
中
央
町
６
丁

目
11
、
思
�
１
１
０
８
、
Ｅ
メ
ー

ル
：som

u@
city.noboribetsu.

lg.jp

）
に
郵
送
ま
た
は
持
参
、
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

登
別
市
本
庁
舎
建
設
に
対
す
る

意
見
募
集
に
つ
い
て

『
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
』
を

実
施
す
る
法
人
を

募
集
し
ま
す

第１２回
▶問い合わせ　市史編さんＧ（☎㊿６０３９）

『熊
くま

舞
まい

初披露』
　

▲�登別地獄谷展望台で披露された熊
舞（室蘭民報社提供）

　
狩か

り
ゅ
う
ど人
が
熊
と
出
会
い
、
そ
の
道
案
内
に
よ
っ

て
登
別
地
獄
谷
に
た
ど
り
つ
い
た
こ
と
な
ど
を
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
舞
い
で
表
現
す
る
熊
舞
。

　
こ
の
熊
舞
が
初
披
露
さ
れ
た
の
は
昭
和
56
年

７
月
３
日
。
登
別
地
獄
谷
展
望
台
で
の
こ
と
で

す
。

　
熊
舞
は
、
登
別
観
光
協
会
（
現
登

別
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
）

か
ら
の
依
頼
を
受
け
た
日
本
舞
踊
家
・

嘉か

門も
ん

衛え
い

信し
ん

さ
ん
が
創
作
し
た
も
の
で
、

北
海
道
新
幹
線
開
業
を
記
念
し
、
東

京
で
も
披
露
し
た
ほ
か
、
海
外
か
ら

の
観
光
客
向
け
に
英
語
や
中
国
語
で

披
露
す
る
な
ど
、
登
別
市
を
代
表
す

る
郷
土
芸
能
の
一
つ
で
す
。

　
熊
舞
は
、
市
民
の
有
志
で
構
成
さ

れ
る
『
登
別
温
泉
熊
舞
の
会
』
と
、

登
別
温
泉
中
学
校
、
同
校
閉
校
後
は

登
別
中
学
校
の
生
徒
に
よ
り
、
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

－昭和56年7月3日－
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認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方
や
家
族

へ
の
サ
ポ
ー
ト
方
法
を
学
び
、
認
知

症
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
を
深
め

る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
11
日
㈬

・
昼
の
部
…
13
時
30
分
～
15
時

　
（
13
時
か
ら
受
付
）

・�

夜
の
部
…
18
時
～
19
時
30
分

　
（
17
時
30
分
か
ら
受
付
）

場
所
　
市
民
会
館
大
会
議
室

申�

し
込
み
　
７
月
10
日
㈫
ま
で
に
高

齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
�
５
７
２
０
）

や
各
支
所
に
備
え
付
け
、
ま
た
は

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http:/�

/www.city.noboribetsu.lg.jp/
article/2018061400019/

）に
掲

載
し
て
い
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
高
齢
・
介
護
グ

ル
ー
プ
（
〒
059

－
８
７
０
１
中
央

町
６
丁
目
11
、
Ｅ
メ
ー
ル
：

kaigo@
city.noboribetsu.lg.jp

）

に
持
参
ま
た
は
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル

対
象
　

①�

40
歳
～
64
歳
（
昭
和
28
年
９
月
２

日
～
昭
和
53
年
９
月
1
日
生
ま
れ
）

の
方

②�

65
歳
以
上
（
昭
和
28
年
９
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
）
の
方

定
員
　
①
・
②
各
１
人

※�

応
募
多
数
の
場
合
は
、
書
類
審
査

な
ど
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

任�

期
　
平
成
30
年
９
月
１
日
㈯
～
平

成
33
年
８
月
31
日
㈫
（
３
年
間
）

内�

容
　
介
護
保
険
事
業
計
画
の
進
行

管
理
や
介
護
保
険
の
運
営
に
関
し

て
重
要
な
事
項
の
審
議
な
ど

申
込
期
限
　
７
月
24
日
㈫

申�

し
込
み
　
高
齢
・
介
護
グ
ル
ー
プ

で
提
出

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
・
介
護
Ｇ

�

（
☎
�
５
７
２
０
）

日
時
　
７
月
23
日
㈪
10
時
～
13
時

場
所
　
市
民
会
館
調
理
室

内�

容
　
牛
乳
・
乳
製
品
を
使
っ
た
５

品
を
調
理
（
ご
は
ん
ピ
ザ
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
白
和
え
な
ど
）

定
員
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
700
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申�
し
込
み
　
７
月
18
日
㈬
ま
で
に
登

別
消
費
者
協
会
（
☎
�
８
３
０
７
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

『
登
別
市
介
護
保
険
運
営
協
議

会
』
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

料
理
講
習
会

～
第
２
回
食
の
安
全
・
安
心
セ
ミ
ナ
ー
～

市民後見人養成講座を開催します
　登別市を含む西胆振の２市３町では、認知症や障がいなどにより
判断能力が不十分な方の権利を守るため、地域住民が財産管理など
を行う『市民後見人』を養成する講座を開催します。
　市民後見人の活動を希望する方は、室蘭成年後見支援センター
〔西いぶり２市３町〕で法人後見人業務の一部を担う活動を経て、
市民後見人を目指します。

▶期間　８月29日㈬～10月24日㈬（毎週水曜日・全９回）
※�時間は講座によって異なりますが、原則９時から17時まで（昼休
みを含む７時間から８時間程度）です。
▶�場所　室蘭市社会福祉協議会３階大会議室（室蘭市東町２丁目３
－３　ハートセンタービル）
▶対象　次の用件を満たす18歳以上75歳未満の方（講座終了時点）

①登別市、室蘭市、豊浦町、壮瞥町、洞爺湖町に居住している方
②高齢者、障がいのある方などに対する理解と熱意のある方
③原則として養成講座の全ての課程を受講できる見込みのある方
④民法の後見人の欠格事由に該当しない方

▶内容　成年後見制度・成年後見人実務などに関する講義・演習
※詳しくは問い合わせください。
▶定員　40人（申し込み順）
▶申込期限　８月15日㈬
▶�申込方法　高齢・介護グループや各支所に備え付け、または市公
式ウェブサイト（http://www.city.noboribetsu.lg.jp/article/�
2018061400040/）に掲載の申込書に必要事項を記入の上、室蘭成
年後見支援センター〔西いぶり２市３町〕（〒050－0083室蘭市
東町２丁目３－３　ハートセンタービル）に持参または郵送で提
出
問い合わせ　室蘭成年後見支援センター〔西いぶり２市３町〕

（☎�５０６２）

20 ２０１８．７月号 � くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



　
皆
さ
ん
が
市
長
と
自
由
に
話
し
合

え
る
機
会
を
広
げ
る
た
め
、
『
市
長

室
フ
リ
ー
タ
イ
ム
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
市

長
と
直
接
会
っ
て
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
　
７
月
30
日
㈪
10
時
～
17
時

※
１
人
（
組
）
に
つ
き
30
分
程
度
。

場�

所
　
市
役
所
２
階
市
長
応
接
室
、

鷲
別
公
民
館
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
、

案�

件
名
　
『
登
別
市
消
防
表
彰
条
例

の
全
部
改
正
（
案
）
及
び
登
別
市

消
防
表
彰
条
例
施
行
規
則
の
全
部

改
正
（
案
）
』

募
集
期
間
　
７
月
２
日
㈪
～
31
日
㈫

閲�

覧
場
所
　
本
案
の
全
文
は
、
市
役

所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
、
各
支
所
、

市
民
会
館
、
し
ん
た
21
、
市
立
図

書
館
、
市
立
図
書
館
ア
ー
ニ
ス
分

館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
消
防

本
部
総
務
グ
ル
ー

プ
（
第
２
庁
舎
２

階
）
に
備
え
付
け

る
ほ
か
、
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

も
掲
載
し
ま
す
。

意�

見
の
提
出
方
法
　
各
閲
覧
場
所
に

備
え
付
け
の
専
用
用
紙
か
、
任
意

の
用
紙
に
①
案
件
名
、
②
住
所
、

③
氏
名
、
④
電
話
番
号
、
⑤
ご
意

見
を
記
入
し
、
各
閲
覧
場
所
に
備

え
付
け
の
『
意
見
箱
』
に
投
函
す

る
か
、
消
防
本
部
総
務
グ
ル
ー
プ

（
〒
059

－

８
７
０
１
中
央
町
６
丁

目
11
、
思
�
９
６
１
１
、
Ｅ
メ
ー

ル
：firedep@
city.noboribets�

u.lg.jp

）
に
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

※�

電
話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で
の
ご

意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

意�

見
に
対
す
る
回
答
　
寄
せ
ら
れ
た

意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す

る
ほ
か
、
各
閲
覧
場
所
に
閲
覧
フ

ァ
イ
ル
を
備
え
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ�

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方

※�
苦
情
や
要
望
、
個
人
的
な
問
題
の

相
談
な
ど
を
目
的
と
し
た
申
し
込

み
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※�

申
し
込
み
の
と
き
に
、
参
加
者
全

員
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
、

話
し
た
い
内
容
を
必
ず
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

※�

当
日
は
、
報
道
関
係
者
が
取
材
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申�

し
込
み
　
７
月
12
日
㈭
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
�
６
５
８
６
）

市
長
室
フ
リ
ー
タ
イ
ム

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）
を
募
集
し
ま
す

●●● 登別市嘱託員 募集 ●●●

登別市臨時職員募集～保育所・児童クラブで働きませんか～

申�し込み　７月13日㈮までに人事・行政管理グループ、各支所に備
え付けの申込書に必要事項を記入し、本人が人事・行政管理グ
ループに持参

▶任用期間　採用日～９月30日㈰
※更新することがあります。
▶選考方法　面接・書類選考
※勤務条件など、詳しくは問い合わせください。

問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎�１１３２）

申し込み・問い合わせ
人事・行政管理グループ
（☎�１１３２）

勤務場所 議会事務局総務グループ
任用期間 ８月１日㈬～平成31年３月31日㈰

職務内容 議会中継関連事務（システム操作・映像チェックな
ど）、会議録の編集など

募集人数 １人

応募要件
昭和29年４月２日から昭和58年４月１日までに生ま
れた方でパソコン操作（エクセル・ワード）が可能
な方

選考方法 面接試験
給料月額 133,600円

勤務時間
（土・日曜日、
祝日を除く）

①９時～15時45分（金曜日のみ９時～14時45分）
②�10時45分～17時30分（金曜日のみ11時45分～17時
30分）
※①と②を１カ月ごとに交代。

職種（勤務予定地） 業務内容 募集人数 賃金 必要資格

放課後児童支援員
（幌別西児童クラブ） 放課後児童支援員業務 １人 時給　1,040円

保育士資格
または教員
免許など

保育士
（市内保育所）

保育業務（フルタイム・
シフト制） ２人

日額　8,060円

保育士資格
保育業務（フルタイム・
平日９時～17時30分） １人

保育業務（短時間） １人
時給　1,040円保育業務（延長保育） ２人

保育業務（代替保育） ７人

調理員（市内保育所） 調理業務 １人 時給　850円 調理経験の
ある方

看護師（市内保育所） 看護業務、保育業務 ３人 日額　8,060円 看護師免許
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月
日
　
８
月
26
日
㈰

場
所
　
苫
小
牧
市
な
ど

内�

容
　
甲
種
、
乙
種
（
第
１
～
６

類
）
、
丙
種

受
験
願
書
受
付
期
間
　

・�

書
面
申
請
…
７
月
18
日
㈬
～
26
日

㈭

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

※�

電
子
申
請
に
つ
い

て
は
、
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ

受
講
す
る
研
修
の
概
要
が
分
か
る

書
類
（
開
催
要
項
な
ど
）
、
受
講

の
計
画
書
、
就
業
証
明
書
（
就
労

し
て
い
る
方
の
み
）
を
高
齢
・
介

護
グ
ル
ー
プ
に
提
出

※�

助
成
金
の
交
付
時
に
は
、
市
内
の

介
護
保
険
事
業
所
に
就
労
し
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
・
介
護
Ｇ

�

（
☎
�
５
７
２
０
）

月
日
　
８
月
26
日
㈰

場
所
　
苫
小
牧
市
な
ど

内�

容
　
甲
種
（
第
１
～
５
類
）
、
乙

種
（
第
１
～
７
類
）

受
験
願
書
受
付
期
間
　

・�

書
面
申
請
…
７
月
18
日
㈬
～
26
日

㈭
・�

電
子
申
請
…
７
月
15
日
㈰
～
23
日

㈪
※�

願
書
は
消
防
本
部
や
消
防
署
、
各

消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※�

電
子
申
請
に
つ
い

て
は
、
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

◎
一
般
曹
候
補
生
　

対
象
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

受
付
期
間
　
９
月
７
日
㈮
ま
で

◎
自
衛
官
候
補
生
　

対
象
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

受
付
期
間
　
９
月
12
日
㈬
ま
で

問�

い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協

力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

�

（
☎
�
９
５
３
３
）

・�

電
子
申
請
…
７
月
15
日
㈰
～
23
日

㈪
※�

願
書
は
消
防
本
部
や
消
防
署
、
各

消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

月�

日
（
全
14
回
）
　
８
月
25
日
㈯
、

26
日
㈰
、
９
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
、

10
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
・
20
日
㈯
・

21
日
㈰
、
11
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
・

17
日
㈯
・
18
日
㈰
、
12
月
８
日
㈯
・

９
日
㈰

場�

所
　
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
か

で
る
２
・
７
（
札
幌
市
中
央
区
北

２
条
西
７
丁
目
）

対�

象
　
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、

18
歳
以
上
の
方
で
、
講
座
を
受
講

修
了
後
、
全
国
統
一
要
約
筆
記
者

認
定
試
験
を
受
験
す
る
方

内�

容
　
聴
覚
障
が
い
・
要
約
筆
記
・

話
し
こ
と
ば
の
基
礎
知
識
や
伝
達

の
学
習
、
対
人
援
助
、
要
約
筆
記

実
習
に
つ
い
て
の
講
座

※�

手
書
き
部
門
と
パ
ソ
コ
ン
部
門
が

あ
り
ま
す
。

定�

員
　
手
書
き
部
門
・
パ
ソ
コ
ン
部

門
各
20
人

参�

加
料
　
約
４
千
500
円
（
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
）

持�

ち
物
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｏ
Ｓ
搭
載

の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
（
パ
ソ
コ
ン

部
門
の
受
講
者
の
み
）

申
込
期
限
　
７
月
31
日
㈫

申�

し
込
み
　
北
海
道
身
体
障
害
者
福

対�

象
　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
受

講
を
予
定
し
て
い
る
登
別
市
民
で
、

次
の
４
点
全
て
に
該
当
す
る
方

・�

今
年
度
中
に
市
内
の
介
護
保
険
事

業
所
に
就
労
を
希
望
し
て
い
る
、

ま
た
は
就
労
し
て
い
る

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

・�

同
研
修
を
受
講
す
る
た
め
に
他
の

助
成
を
受
け
て
い
な
い

・�

今
年
度
中
に
研
修
を
修
了
す
る
見

込
み
で
あ
る

助�

成
額
　
４
万
円
（
養
成
機
関
に
支

払
う
受
講
費
用
が
４
万
円
以
下
の

場
合
は
、
そ
の
額
と
同
額
を
助
成
）

申�

し
込
み
　
養
成
機
関
に
受
講
を
申

し
込
む
前
に
、
住
民
票
の
写
し
、

祉
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http:�

//www.hokusinkyo.or.jp/hik�
kikouza.htm

）
に
掲
載
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
協

会
（
〒
060

－

０
０
０
２
札
幌
市
中

央
区
北
２
条
西
７
丁
目
道
民
活
動

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
階
、
思
011

－

251

－

０
８
５
８
）
に
郵
送
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
提
出

問
い
合
わ
せ
　
同
協
会

�

（
☎
011

－

251

－

１
５
５
１
）

第
４
回 
危
険
物
取
扱
者
試
験

第
２
回 

消
防
設
備
士
試
験

自
衛
官 

募
集

平
成
30
年
度

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
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平成29年度の住民基本台帳の閲覧状況を公表します

問い合わせ　市民サービスグループ（☎�１８５５）

閲覧者氏名（敬称略） 閲覧事由（委託者など） 閲覧年月日 閲覧した住民の範囲

自衛隊札幌地方協力本部
　本部長　篠村　和也

自衛官及び自衛官候補生募集
（自衛隊法第97条第１項、自衛隊法施
行令第120条）

平成29年４月21日 市内全域
� 1,865件

（一社）新情報センター
　事務局長　平谷　伸次

娯楽と生活習慣に関する調査
（国立病院機構　久里浜医療センター）平成29年５月９日

幌別町
� 33件

自衛隊札幌地方協力本部
　本部長　篠村　和也

自衛官及び自衛官候補生募集
（自衛隊法第97条第１項、同法29条第
１項及び第35条）

平成29年６月13日 市内全域
� 398件

（一社）中央調査社
　会長　大室　真生

救急に関する世論調査
（内閣府大臣官房政府広報室） 平成29年６月30日 中央町

� 11件

昇寿チャート㈱
　代表取締役　川井　清維

平成29年度道民意識調査
（北海道総合政策部知事室） 平成29年７月19日 鷲別町

� 10件

㈱日本リサーチセンター
　代表取締役社長　鈴木　稲博

生活意識に関するアンケート調査
（日本銀行サービス局） 平成29年８月29日 青葉町、柏木町

� 15件

（一社）新情報センター
　事務局長　平谷　伸次

人権擁護に関する世論調査
（内閣府大臣官房政府広報室） 平成29年９月22日 中登別町

� 11件

（一社）中央調査社
　会長　大室　真生

メディア利用動向調査
（ＮＨＫ放送文化研究所　世論調査部）平成29年10月11日

若草町
� 12件

北海道伊達市
　市長　菊谷　秀吉

第七次伊達市総合計画の広域アンケー
ト調査 平成29年11月８日 市内全域

� 261件

（一社）中央調査社
　会長　大室　真生

家族の法制に関する世論調査
（内閣府大臣官房政府広報室） 平成29年11月17日 常盤町

� 13件

㈱インテージリサーチ
　代表取締役社長　井上　孝志

平成30年度家庭部門のＣＯ２排出実態
統計調査
（環境省地球環境局総務課低炭素社会
推進室）

平成29年11月22日 常盤町
� 60件

㈱ビデオリサーチ
　代表取締役社長　加藤　讓

2017年全国たばこ喫煙者率調査
（日本たばこ産業㈱たばこ事業本部�
Ｍ＆Ｓ企画部）

平成29年12月13日 鷲別町
� 20件

（一社）中央調査社
　会長　大室　真生

家庭用塩の消費実態に関する調査
（公益財団法人　塩事業センター） 平成29年12月22日 千歳町

� 24件

　市は、住民基本台帳の閲覧状況（閲覧した者の氏名や閲覧目的など）を公表することが義務
付けられていることから、『住民基本台帳法』第11条第３項と第11条の２第12項、『住民基本
台帳の一部の閲覧及び住民票の写しの交付に関する省令』第３条の規定に基づき、平成29年度
中の閲覧状況を公表します。

公
表
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～利用までの流れ～

就職活動について

個別にサポート 実践的な講座

助言を受けたい
悩みを相談したい

面談による相談
登別職業訓練協会
（☎85１４５０）
へ連絡

就職セミナーを受講
年６回開催する就職
セミナーのうち、希
望する講座を受講

悩みに応じた就職支援

若年者等キャリアカウンセリング事業
『キャリアサポートのぼりべつ』をご利用ください

国民年金保険料を納めることが困難な場合は
『免除制度』と『納付猶予制度』を利用しましょう

▶問い合わせ　商工労政グループ（☎�２１７１）

　国民年金保険料が未納の場合、
障がいや死亡など不慮の事態が生
じたとき『障害基礎年金』や『遺
族基礎年金』が受けられないこと
があります。
　経済的な理由などで保険料を納
付することが困難な場合は、申請
により保険料の免除や納付猶予を
受けられる場合があります。
※�免除を受けるには、所得制限が
ありますので、詳しくは問い合
わせください。
▶手続きに必要なもの
　印鑑、年金手帳または納付書、
失業の場合は『雇用保険被保険者
離職票』の写し、または『雇用保
険受給資格者証』
▶問い合わせ
　年金・長寿医療グループ
� （☎�２１３７）

免除制度　
　前年の所得に基づき、保険料の全額（月額16,340円）、また
は一部を免除します。免除の期間は、全額納付したときに比べ、
将来受け取る年金額が減額して計算されます。
・全額免除（全額納付したときと比べ、年金額は２分の１）
・４分の１納付（保険料額4,090円・年金額は８分の５）
・２分の１納付（保険料額8,170円・年金額は４分の３）
・４分の３納付（保険料額12,260円・年金額は８分の７）
※�規定の保険料を納付しなかった場合は、その期間の一部免除
が無効（未納と同じ）となり、将来の老齢基礎年金の額に反
映されませんのでご注意ください。
納付猶予制度　
　50歳未満の方で、本人と配偶者の所得が一定以下の場合に、
国民年金保険料の納付を猶予する制度です。納付猶予承認期間
は、将来受け取る年金の受給資格期間に含まれますが、年金額
には反映されません。
※�免除制度、納付猶予制度が承認された期間については、10年
以内であれば後から保険料を納める（追納）ことができます。
※�過去２年１カ月分まで遡及して、免除制度、納付猶予制度の
申請ができます。

　市は、就職を希望する若年者などの不安を取り除き、
自分の適性に応じた職業選択ができるよう、登別職業訓
練協会に委託して、専門家による個別相談やセミナーな
どを行い、自信を持って就職活動に取り組み、就職する
ことができるようサポートしています。
　就職活動を始めようと考えている方、就職活動に不安
や悩みなどがある方は、同事業を利用してみませんか。
▶�相談先　登別職業訓練協会（25ページの『キャリアサ
ポートのぼりべつ（市委託事業）』をご覧ください。

就職セミナーのお知らせ　
▶日時・内容（いずれも13時30分～16時30分）
・８月23日㈭　自己分析とグループカウンセリング演習
・10月18日㈭　自分に合った仕事の探し方
・11月15日㈭　職務経歴書の作成
・平成31年２月14日㈭　履歴書の作成
・平成31年３月14日㈭　面接のポイントを知る
▶場所　職業訓練センター（青葉町42－13）
▶申し込み　登別職業訓練協会（☎�１４５０）

無
料
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相談困った！ときにはまず
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 ８月18日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：八

や

木
ぎ

橋
はし

俊
しゅん

輔
すけ

さん
定員：６人（申し込み順）

８月10日㈮までに
市民サービスＧ
（☎�２１３９）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

７月28日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

７月27日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎�３３６０）

市民相談 月～金曜日
９時～17時30分

市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力など

市民サービスＧ
（☎�２１３９）

消費生活相談
月～金曜日
９時～17時30分
※�登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎�３４９１）
登別消費者協会
（☎�８３０７）

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

児童虐待について
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時30分
※�児童相談所全国共通ダ
イヤルは随時。

子ども相談室
（子育てグル
ープ内）また
は室蘭児童相
談所

虐待が疑われる子ども・家庭
の情報

子ども相談室
（☎�６６７７）
室蘭児童相談所
（☎�４１５２）
児童相談所全国共通
ダイヤル（☎189）

生活にお困りの方
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時30分

生活支援相談
室（社会福祉
グループ内）

仕事や生活などの困りごと 生活支援相談室
（☎�１９１１）

障がいのある方の
就労相談窓口

７月19日㈭
13時～16時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

７月12日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎�３７３２）

夜間・土曜
納税相談窓口

７月26日㈭・27日㈮
17時30分～20時
７月28日㈯
９時～17時

税務グループ 市税や給食費、市営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎�１１５５）

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）

水・金曜日
８時30分～17時
※８月15日㈬を除く。 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

月～金曜日
17時以降（予約制）
※�８月13日㈪～16日㈭を
除く。

土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

連合登別事務所
（中央町６丁目
20－５） 無期転換ルールや賃金などの

労働条件、職場内のいじめ
（パワーハラスメント）など

事前に連合登別
（☎�３３３７）

７月27日㈮・８月８
日㈬
10時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎�３３３７）
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いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

日
時
　
７
月
14
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内�

容
　
水
遊
び
（
雨
天
時
は
体
操
、

日
時
　
８
月
２
日
㈭
10
時
～
12
時

日�

時
　
８
月
21
日
か
ら
９
月
18
日
ま

で
の
毎
週
火
曜
日
10
時
～
12
時

（
全
５
回
）

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
１
歳
６
カ
月
か
ら
２
歳
５
カ

月
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
手
遊
び
、
運
動
遊
び
な
ど

定
員
　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
７
月
23
日
㈪
か
ら
27
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
　
８
月
９
日
㈭
10
時
～
12
時

場
所
　
し
ん
た
21
　
多
目
的
ホ
ー
ル

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
が

い
る
保
護
者

内�

容
　
肌
に
関
す
る
話
な
ど

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講�

師
　
Ｔチ

ュ

チ

ュ

Ｕ
Ｔ
Ｕ
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

日�
時
　
７
月
19
日
㈭
14
時
～
15
時
30

分
場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
９
カ
月
か
ら
１
歳
２
カ

月
ま
で
の
第
一
子
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
水
遊
び
（
雨
天
時
は
室
内
遊

び
）

持�

ち
物
　
着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶

ま
た
は
水
）
、
水
着
ま
た
は
Ｔ
シ

ャ
ツ
、
水
遊
び
用
の
紙
パ
ン
ツ
、

タ
オ
ル
な
ど

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
・
場
所
・
内
容

◦�

７
月
10
日
㈫
…
登
別
保
育
所
（
製

作
）

◦�

７
月
12
日
㈭
…
富
士
保
育
所
（
水

遊
び
）
、
鷲
別
保
育
所
（
外
遊
び
）

◦�

７
月
19
日
㈭
…
栄
町
保
育
所
（
室

内
遊
び
、
運
動
ご
っ
こ
）
、
幌
別

東
保
育
所
（
外
遊
び
）

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
45
分
か
ら

11
時
ま
で
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

持
ち
物
　
上
靴
（
子
ど
も
と
保
護
者
）

※�

外
遊
び
は
帽
子
、
靴
も
持
参
。

※�

水
遊
び
は
水
着
ま
た
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
、

水
遊
び
用
の
紙
パ
ン
ツ
、
タ
オ
ル
、

サ
ン
ダ
ル
な
ど
も
持
参
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

夏
休
み
企
画

『
集
ま
れ
！
幼
稚
園
児
』

あ
そ
び
の
広
場
１
歳
児
グ
ル
ー
プ

子
育
て
講
座

『
親
子
の
ス
キ
ン
ケ
ア
』

あ
そ
び
の
広
場
０
歳
児

よ
ち
よ
ち
コ
ー
ス

～
マ
マ
１
年
生
の
応
援
団
～

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

手
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
）

持�

ち
物
　
着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶

ま
た
は
水
）
、
水
着
ま
た
は
Ｔ
シ

ャ
ツ
、
水
遊
び
用
の
紙
パ
ン
ツ
、

タ
オ
ル
な
ど

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

ジ
セ
ラ
ピ
ス
ト
認
定
講
師
・
佐さ

さ々

木き

博ひ
ろ

美み

さ
ん

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
申
し
込
み

時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
７
月
９
日
㈪
か
ら
13
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
市
内
に
居
住
す
る
幼
稚
園
児

と
そ
の
弟
・
妹

内�

容
　
水
遊
び
、
製
作
（
雨
天
時
は

製
作
、
ゲ
ー
ム
）

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
水
着
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、

着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は

水
）
な
ど

申�

し
込
み
　
７
月
17
日
㈫
か
ら
20
日

㈮
ま
で
に
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

診査・対象 日時 内　　容 持ち物 場所

４～５カ月児健康診査
（平成30年3月生まれ）

８月８日㈬
時間は個別通知

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成29年10月生まれ）

８月29日㈬
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

１歳６カ月児健康診査
（平成29年１月１日～１

月26日生まれ）
８月22日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者800円）

母子健康手帳３歳児健康診査
（平成27年７月生まれ）

８月23日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

８月30日㈭
９時40分～10時30分

発育・発達・育児・栄
養などの相談

乳幼児健康診査� 健康相談
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日�

時
　
７
月
24
日
～
10
月
２
日
の
毎

週
火
曜
日
10
時
30
分
～
11
時
30
分

（
８
月
14
日
を
除
く
全
10
回
）

場
所
　
市
民
プ
ー
ル
『
ら
く
あ
』

対�

象
　
４
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る

お
母
さ
ん
で
、
本
講
座
を
受
講
し

た
こ
と
が
な
い
方

内�

容
　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ
な
ど

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
500
円
（
託
児
料
含
む
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
７
月
２
日
㈪
か
ら
６
日

㈮
ま
で
に
健
康
推
進
Ｇ

　
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

日
時
　
７
月
27
日
㈮
10
時
～
12
時

場�
所
　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め
だ
わ

ん
パ
ー
ク
）

対�
象
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
方

日
時
　
８
月
６
日
㈪
10
時
～
15
時

※�

12
時
か
ら
13
時
ま
で
は
昼
食
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

場
所
　
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

対
象
　
親
子

内�

容
　
自
由
遊
び
、
工
作
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ

ン
ガ
く
ら
ぶ

　
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　

◦�

７
月
21
日
㈯
、
８
月
４
日
㈯
10
時

30
分
～
12
時

集�

合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め

だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対
象
　
親
子

内
容
　
水
遊
び
、
泥
遊
び

定
員
　
各
日
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
各
日
１
人
100
円

持�

ち
物
　
濡
れ
て
も
よ
い
服
装
と
靴
、

日
時
・
集
合
場
所

①
７
月
６
日
㈮･･･

鷲
別
公
民
館

日
時
　
７
月
17
日
㈫
11
時
～
12
時

集�

合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め

だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
川
遊
び
・
水
遊
び
グ
ッ
ズ
作

り
持�

ち
物
　
濡
れ
て
も
よ
い
服
装
と
靴
、

帽
子
、
着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶

は
つ
ら
つ
マ
マ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座～夏

コ
ー
ス
～

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

お
楽
し
み
会

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

日時 診療所・住所・電話番号

７月１日㈰
９時～11時

みうら歯科� （☎�６３３０）
室蘭市港北町２丁目６－１
えばた歯科医院� （☎�０８０９）
登別市新川町４丁目15－10

７月８日㈰
９時～11時

日鋼記念病院歯科� （☎�１７１７）
室蘭市新富町１丁目５－13
だて歯科� （☎０１４２㉓６４８０）
伊達市舟岡町24－46

７月15日㈰
９時～11時

森歯科クリニック� （☎�０１１８）
室蘭市港北町２丁目５－18

７月16日㈪
９時～11時

水野歯科医院� （☎�４５００）
室蘭市東町２丁目19－14

７月22日㈰
９時～11時

横山歯科医院� （☎㉒２３９４）
室蘭市母恋北町２丁目３－16

７月29日㈰
９時～11時

高砂公園歯科� （☎�２１１８）
室蘭市高砂町２丁目１－21

８月５日㈰
９時～11時

ちりべつファミリー歯科医院（☎㊶４１４１）
室蘭市知利別町３丁目５－７
かただ歯科医院� （☎�１２７０）
登別市登別東町２丁目27－１

７月～８月の歯科救急医療

ま
た
は
水
）
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ

ン
ガ
く
ら
ぶ

　
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

②
８
月
１
日
㈬
…
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
か
ら
12
時

ま
で
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内
容
　

①
市
消
防
職
員
の
仕
事
を
見
学

②
川
遊
び
、
水
遊
び

持
ち
物
　

①
運
動
靴
、
帽
子
、
着
替
え
な
ど

②�

濡
れ
て
も
よ
い
服
装
と
靴
、
帽
子
、

着
替
え
、
昼
食
、
飲
み
物
（
お
茶

ま
た
は
水
）
な
ど

定
員
　
各
15
組
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
希
望
日
の
前
日
ま
で
に

特
定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然

活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

帽
子
、
着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶

ま
た
は
水
）
な
ど

申�

し
込
み
　
希
望
日
の
前
日
ま
で
に

特
定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然

活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

内�

容
　
子
ど
も
の
成
長
や
運
動
発
達

に
つ
い
て
の
講
話

講�

師
　
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ�

ー
の
ぞ
み
園
園
長
・
佐さ

藤と
う

優ま
さ
る

さ
ん

（
理
学
療
法
士
）

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
７
月
26
日
㈭
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸３５２２）
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健

　康

い
き
い
き

　
室
蘭
保
健
所
で
は
、
月
２
回
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

場�

所
　
室
蘭
保
健
所
（
室
蘭
市
海
岸

町
１
丁
目
４

－

１
）

内�

容
　
匿
名
で
受
け
ら
れ
る
採
血
検

査
（
当
日
中
に
結
果
が
分
か
り
ま

す
）

※
検
査
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

申�

し
込
み
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

９
時
か
ら
17
時
ま
で
に
室
蘭
保
健

所
（
☎
�
１
０
０
９
）

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す

日�

時
　
７
月
25
日
㈬
18
時
～
（
受
け

付
け
は
18
時
15
分
ま
で
）

場
所
　
し
ん
た
21

対
象
　
小
学
３
年
生
以
上

※�

過
去
に
受
診
歴
が
あ
る
方
は
、
前

回
の
検
査
か
ら
５
年
以
上
経
過
し

て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。

申�

し
込
み
　
７
月
17
日
㈫
ま
で
に
健

康
推
進
Ｇ

　
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

　
北
海
道
で
は
、
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
予
防
の
た
め
、
風
し
ん
抗
体
検

査
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　
室
蘭
保
健
所
で
は
、
北
海
道
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
室
蘭
出
張
所
が
廃

止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
骨
髄
バ
ン

ク
ド
ナ
ー
登
録
の
受
け
付
け
を
し
て

い
ま
す
。

※�

登
録
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
保
健
所

�

（
☎
�
９
８
４
６
）

日�

時
　
７
月
11
日
㈬
10
時
30
分
～
12

時
30
分
（
10
時
開
場
）

場
所
　
鷲
別
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル

内�

容
　
認
知
症
に
関
す
る
講
演
・
寸

劇
な
ど

講�

師
　
恵
愛
病
院
院
長
・
森も

り

田た

伸の
ぶ

行ゆ
き

さ
ん

問�

い
合
わ
せ
　
生
活
協
同
組
合
コ
ー

プ
さ
っ
ぽ
ろ
・
中
村
さ
ん

�

（
☎
�
２
０
５
０
）

日�

時
　
７
月
20
日
㈮
13
時
30
分
～
15

時
（
13
時
開
場
）

場
所
　
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

内
容
　
歩
行
に
関
す
る
講
演
な
ど

講�

師
　
三
愛
病
院
内
科
医
師
・
金か

な

上が
み

宣の
ぶ

夫お

さ
ん

※�

当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
。

申
し
込
み
　
三
愛
病
院

�

（
☎
�
１
１
１
１
）

日
時
・
場
所
　

◦
７
月
23
日
㈪
…
市
民
会
館

◦
８
月
23
日
㈭
…
鷲
別
公
民
館

◦
９
月
３
日
㈪
…
婦
人
セ
ン
タ
ー

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
か
ら
15
時

ま
で
。

内�

容
　
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
に
よ
る
介

護
予
防
に
関
す
る
講
義
、
体
力
測

定
な
ど

持�
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
血
清
検
査

が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

風
し
ん
抗
体
検
査
費
用

を
助
成
し
ま
す

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

認
知
症
予
防
学
習
講
演
会

『
認
知
症
を
知
ろ
う
！

正
し
い
理
解
と
適
切
な
ケ
ア
』

第
10
回
市
民
公
開
講
座

『
老
後
の
健
康
は
急
ぎ
足
で

歩
こ
う
!!
』

シ
ニ
ア
元
気
ア
ッ
プ
講
座

『
転
倒
を
予
防
し
よ
う
！
』

子宮頸がん検診 乳がん検診

日時
９月11日㈫

午前の部　９時～ 午前の部　８時30分～
午後の部　13時～ 午後の部　12時30分～

場所 しんた21
対象 偶数月生まれの20歳以上の女性 偶数月生まれの40歳以上の女性
内容 子宮頸部細胞診 マンモグラフィー検査
定員 午前100人、午後100人 午前100人、午後80人
料金 1,700円 2,200円

（50歳以上は1,900円）
※�登別市国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入者、生活保護世
帯、市民税非課税世帯は無料です。
※�午前の子宮頸がん検診のみ託児ができますので事前に申し出くだ
さい。
※�４月１日現在で、子宮頸がん検診は20歳の方に、乳がん検診は40
歳の方に発送した無料クーポン券も使用できます。
※定員を超えた場合は抽選になります。
▶�申し込み　７月23日㈪までに、希望する検診名・日時（午前・午
後）、氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号、健康保険
の種類、託児する子どもの人数・年齢を記入し、郵送またはファ
クス、Ｅメールで健康推進グループ（〒059－0016片倉町６丁目
９－１、☎�０１００、思�０１１１、Ｅメール：shinta21@ci�
ty.noboribetsu.lg.jp）

子宮頸
けい

がん・乳がん検診を受診しませんか

期�

間
　
平
成
31
年
３
月
15
日
㈮
ま
で

対
象
　

◦�

妊
娠
を
希
望
す
る
出
産
経
験
の
な

い
女
性

◦�

妊
娠
を
希
望
し
、
出
産
経
験
が
な

く
、
風
し
ん
抗
体
の
で
き
な
い
女

性
の
配
偶
者
ま
た
は
同
居
者
な
ど

◦�

風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
妊
娠
中
の

方
の
配
偶
者
ま
た
は
同
居
者

※�

過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け

た
方
や
予
防
接
種
を
２
回
受
け
た

方
、
検
査
に
よ
り
風
し
ん
と
診
断

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
を
除
く
。

※
夫
婦
同
時
の
受
検
不
可
。

助�

成
金
額
　
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
６
千
700
円
、

Ｈ
Ｉ
法
５
千
300
円

※
ど
ち
ら
か
の
検
査
１
回
の
み
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
保
健
所

�

（
☎
�
９
８
４
６
）

※
当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
。

申
し
込
み
　
高
齢
・
介
護
Ｇ

�

（
☎
�
５
７
２
０
）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

７
月
号

申 し 込 み

日�

時
　
７
月
28
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
場
所
　
市
立
図
書
館

　
７
月
の
休
館
日
は
２
日
㈪
・
５
日

㈭
～
12
日
㈭
・
16
日
㈪
・
17
日
㈫
・

23
日
㈪
・
27
日
㈮
・
30
日
㈪
で
す
。

※�

７
月
５
日
㈭
～
12
日
㈭
は
各
配
本

所
と
こ
ぐ
ま
号
が
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
７
月
14
日
㈯
10
時
～
11
時
30

分

日�

時
　
７
月
31
日
㈫
・
８
月
２
日
㈭
・

７
日
㈫
・
９
日
㈭
・
14
日
㈫
10
時

～
12
時
（
全
５
回
）

場�

所
　
岡
志
別
の
森
運
動
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

対
象
　
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

受�

講
料
　
２
千
500
円
（
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
料
を
含
む
）

※�

７
月
31
日
㈫
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
靴
、
ラ
ケ
ッ

ト
（
無
料
レ
ン
タ
ル
可
）

申�

し
込
み
　
７
月
３
日
㈫
か
ら
17
日

㈫
ま
で
に
登
別
市
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
（
☎
�
１
１
１
６
）

問�

い
合
わ
せ
　
ブ
テ
ィ
ッ
ク
花
・
藤

井
さ
ん
（
☎
090

－

７
５
１
１

－

０

２
３
４
）

日
時
　
７
月
28
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
７
月
７
日
㈯
13
時
30
分
～
15

時
場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

内�

容
　
英
会
話
初
心
者
が
カ
フ
ェ
で

英
会
話
の
勉
強

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
料
　
300
円
～
350
円
（
ハ
ー
ブ
テ

ィ
ー
ま
た
は
コ
ー
ヒ
ー
付
き
）

申�

し
込
み
　
７
月
５
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

対�

象
・
内
容
　
５
歳
か
ら
小
学
３
年

生
ま
で
…
ビ
ー
玉
迷
路
、
小
学
４

～
６
年
生
…
万
華
鏡

定
員
　
計
15
人
（
申
し
込
み
順
）

申�
し
込
み
　
７
月
13
日
㈮
か
ら
25
日

㈬
ま
で
に
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
７
月
９
日
㈪
・
23
日
㈪
13
時

30
分
～
15
時
（
全
２
回
）

場�

所
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈハ

ナ

Ａ
Ｎ
Ａ
（
富

士
町
２
丁
目
11

－

７
ブ
テ
ィ
ッ
ク

花
２
階
）

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

日�

時
　
７
月
19
日
㈭
13
時
30
分
～
15

時
場
所
　
し
ん
た
21
　
点
字
図
書
室

内
容
　
声
を
出
し
て
楽
し
く
朗
読

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
上
靴

申�
し
込
み
　
７
月
12
日
㈭
ま
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
�
２
０
８
０
）

場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

内�

容
　
良
質
な
睡
眠
を
と
る
た
め
の

体
操
に
つ
い
て

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円

講�

師
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
リ
ン

パ
健
康
学
普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

申�

し
込
み
　
７
月
12
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

日
時
　
７
月
13
日
㈮
19
時
～

会�

場
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
（
富

士
町
２
丁
目
11

－

７
ブ
テ
ィ
ッ
ク

花
２
階
）

内�

容
　
土つ

ち

田だ

英え
い

順じ
ゅ
ん

さ
ん
に
よ
る
チ
ェ

ロ
演
奏
と
楽
し
い
ト
ー
ク

定
員
　
20
人

料�

金
　
１
千
500
円
（
中
学
生
以
下
は

無
料
・
１
ド
リ
ン
ク
付
き
）

チ�

ケ
ッ
ト
販
売
店
　
ア
ー
ニ
ス
、
ブ

テ
ィ
ッ
ク
花

参�

加
料
　
１
千
500
円
（
２
回
分
の
材

料
費
を
含
む
）

持�

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
、

３
㍑
～
４
㍑
の
ふ
た
付
容
器

申�

し
込
み
　
７
月
７
日
㈯
ま
で
に
ブ

テ
ィ
ッ
ク
花
・
藤
井
さ
ん
（
☎
090

－

７
５
１
１

－

０
２
３
４
）

市
立
図
書
館
『
夏
休
み
工
作
』

市
立
図
書
館
休
館
情
報

体
を
知
っ
て
健
康
を
考
え
る
講
座

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
～

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ

『
ス
マ
イ
ル
』

の
ぼ
り
べ
つ
田
舎
倶
楽
部
主
催

ト
シ
婆
の
『
ぬ
か
漬
け
講
習
会
』

体
験
学
習

『
登
別
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
』

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

チ
ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

第31回

登別グリーンピア・

サマーフェスティバル

イベント内容
　太鼓演奏、よさこいソーラ
ン、生バンド演奏、カラオケ
大会、大ビンゴ大会、大露店
街など
▶�問い合わせ　同実行委員会
事務局・中村さん（☎090
－2879－0861）

日 時 ８月４日㈯・５日㈰
12時～20時

会 場 若草中央公園
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日�

時
　
７
月
28
日
㈯
６
時
30
分
～
６

時
45
分

場�

所
　
鷲
別
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

青
葉
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
料
　
１
人
300
円

申�

込
期
間
　
７
月
２
日
㈪
か
ら
13
日

㈮
ま
で

申�

込
方
法
　
参
加
者
全
員
の
氏
名
・

学
年
・
電
話
番
号
・
参
加
希
望
日

時
を
記
入
し
、
健
康
推
進
グ
ル
ー

プ
に
Ｅ
メ
ー
ル
（shinta21@

cit�
y.noboribetsu.lg.lp

）
で
提
出

問
い
合
わ
せ
　
健
康
推
進
Ｇ

　
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

日�

時
　
７
月
23
日
㈪
～
31
日
㈫
20
時

～
21
時
（
19
時
50
分
ま
で
に
集
合
）

※
小
雨
決
行
。

場
所
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原

定
員
　
各
日
50
人
（
申
し
込
み
順
）

※�

車
い
す
の
方
も
安
心
し
て
観
察
で

※�

雨
天
時
は
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
の

体
育
館
で
行
い
ま
す
の
で
、
上
靴

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

鷲
別
小
学
校
に
は
『
登と

夢む

く
ん
』
、

青
葉
小
学
校
に
は
『
え
ん
ま
く
ん
』

が
遊
び
に
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

日�

時
　
８
月
４
日
㈯
９
時
30
分
～
12

時
場�

所
　
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学

校
（
札
内
町
184

－

３
）

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

内
容
　

・�

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ

カ
ー
を
製
作

・�

レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
い
、
電
動
モ

ー
タ
ー
で
動
く
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作

※�

ど
ち
ら
か
一
つ
の
み
を
選
択
し
て

申
し
込
み
。

講�

師
　
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学

校
教
員
・
小お

川が
わ

昌ま
さ

宏ひ
ろ

さ
ん
、
石い

し

塚づ
か

哲て
つ

也や

さ
ん

定
員
　
各
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
各
500
円

申�

し
込
み
　
７
月
20
日
㈮
ま
で
に
登

別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

※�

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な

り
、
当
選
結
果
は
７
月
12
日
㈭
に

電
話
連
絡
し
ま
す
。

申�

し
込
み
　
７
月
２
日
㈪
か
ら
７
日

㈯
ま
で
（
た
だ
し
４
日
㈬
は
除
く
）

の
８
時
か
ら
15
時
ま
で
に
、
室
蘭

市
場
サ
ー
ビ
ス
㈱

�

（
☎
�
０
０
１
６
）

日�

時
　
７
月
27
日
㈮
６
時
40
分
～
８

時
30
分

場�

所
　
室
蘭
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

（
室
蘭
市
日
の
出
町
２
丁
目
３

－

１
）

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
青
果
・
水
産
せ
り
見
学
、
仲

卸
売
場
見
学
、
マ
グ
ロ
の
解
体
見

学
（
当
日
入
荷
の
無
い
場
合
は
中

止
）
、
マ
イ
ナ
ス
25
℃
の
冷
凍
庫

内
見
学
な
ど

定
員
　
30
組

日
時
　
７
月
９
日
㈪
14
時

場
所
　
市
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室

講�

師
　
室
蘭
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
学
芸
員
・
松ま

つ

田だ

宏こ
う

介す
け

さ
ん

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
郷
土
文
化
研
究

会
事
務
局
・
佐
々
木
さ
ん
（
☎
�

５
２
１
３
）

き
ま
す
。

持
ち
物
　
長
袖
服
、
歩
き
や
す
い
靴

申�

し
込
み
　
参
加
希
望
日
の
前
日
ま

で
に
キ
ウ
シ
ト
湿
原
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
８
４
７
０
）

日
時
　

①
７
月
27
日
㈮
10
時
～
12
時
30
分

②
７
月
27
日
㈮
16
時
～
18
時
30
分

③
７
月
28
日
㈯
10
時
～
12
時
30
分

場
所
　
し
ん
た
21

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

※�

①
・
③
は
、
小
学
４
年
生
以
上
で

あ
れ
ば
１
人
で
参
加
で
き
ま
す
。

内�

容
　
登
別
産
の
食
材
を
使
っ
た
調

理
（
登
別
市
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会
協
力
）
と
栄
養
講
話

定
員
　
各
20
人
（
申
し
込
み
順
）

２
０
１
８
登
別
市
民
ラ
ジ
オ
体
操
会

ホ
タ
ル
観
賞
会

楽
し
い
工
作
教
室

夏
休
み 

親
と
子
の
市
場
見
学
会

文
化
講
演
会

『
北
海
道
の
あ
ゆ
み
と
続
縄
文
～
室

蘭
の
遺
跡
と
調
査
の
あ
ゆ
み
～
』

登
別
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念

食
育
お
や
こ
料
理
教
室

『
登
別
牛
カ
レ
ー
を
作
ろ
う
』

カント・レラへ行こう
申し込み・
問い合わせ

のぼりべつ文化交流館カント・レラ
（登別温泉町123☎�２０６９）

考古学マスター２０１８
　期間中に展示物に隠された謎を解いて、黒

こく

曜
よう

石
せき

を手に入れよう。全問正解で、マスターカー
ドがもらえます。
実施期間　７月14日㈯～８月19日㈰

縄文お絵かき・書道コンクール２０１８
　カント・レラで配布する画用紙に縄文時代の
景色や土器、土

ど

偶
ぐう

などを描いたものか、自前の
書道用紙に縄文を表現する言葉を筆で書いたも
のを応募してください。入賞者の表彰は10月６
日㈯の『第11回登別縄文どきどきまつり』で行
う予定です。
募集期間　７月14日㈯～９月13日㈭

縄文太鼓をつくろう！
　シカの皮を利用して、縄文文化風の太鼓をつ
くります。
日時　８月４日㈯10時～12時
定員　10人（申し込み順）
参加料　600円
申込期間　７月４日㈬～８月３日㈮

随時開催イベント
火起こし体験、まが玉づくり（参加料400円）、
クイズ形式ワークシートなど

　縄文文化や考古学をテーマとしているカント・
レラでは、楽しみながら学べるように体験学習
を用意しています。関連図書もあるので、自由
研究にも利用できます。

夏休みだ
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日�
時
　
７
月
21
日
㈯
９
時
～
12
時

（
８
時
50
分
か
ら
受
付
）

日
時
　
８
月
１
日
㈬
10
時
～
13
時

場
所
　
市
民
会
館
調
理
室

内�

容
　
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
の
簡
単
な

家
庭
料
理
を
調
理

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円
（
材
料
費
）

講�

師
　
フ
ァ
ボ
ー
・
ミ
ッ
ド
フ
ュ
ン

登
別
友
好
協
会
　
メ
ッ
テ
・
ヒ
ン

ヒ
デ
さ
ん

持�
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
（
食
器
拭
き
用
）

申�
し
込
み
　
７
月
25
日
㈬
ま
で
に
登

別
デ
ン
マ
ー
ク
協
会
事
務
局
（
☎

090

－

８
９
０
９

－

８
３
５
６
）

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
100
円
（
資
料
代
）

講�

師
　
公
益
財
団
法
人
ア
イ
ヌ
民
族

文
化
財
団
学
芸
員
・
矢や

崎ざ
き

春は
る

菜な

さ

ん
申�

し
込
み
　
７
月
27
日
㈮
ま
で
に
同

記
念
館
（
☎
�
５
６
６
６
）

日�

時
　
７
月
28
日
㈯
13
時
30
分
～
15

時
30
分

場�

所
　
知ち

里り

幸ゆ
き

恵え

銀
の
し
ず
く
記
念

館
研
修
室

内�

容
　
ア
イ
ヌ
語
や
ア
イ
ヌ
民
族
の

物
語
（
口こ

う

承し
ょ
う

文
芸
）
を
学
ぶ
初
心

者
向
け
の
教
室

日�

時
　
７
月
18
日
㈬
10
時
～
11
時
30

分
場
所
　
市
民
会
館
２
階
和
室

内�

容
　
笑
い
の
体
操
と
ヨ
ガ
の
呼
吸

法
を
組
み
合
わ
せ
た
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
（
ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ
は
あ
り
ま
せ

ん
）

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み

物
、
タ
オ
ル

問�

い
合
わ
せ
　
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
認
定

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
兼か

ね

子こ

さ
ん

　
（
☎
090

－

１
３
８
８

－

４
７
１
６
）

日�

時
　
７
月
30
日
㈪
・
８
月
３
日
㈮

９
時
・
13
時
30
分
（
各
回
３
時
間
）

場�

所
　
白
鳥
大
橋
Ｐ
４
主
塔
、
室
蘭

港
内
（
乗
船
体
験
）
、
追
直
漁
港

沖
合
人
工
島

対�

象
　
小
学
４
年
生
以
上
（
中
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定�

員
　
各
回
12
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

申
込
期
限
　
７
月
６
日
㈮
（
必
着
）

申�

込
方
法
　
は
が
き
に
希
望
者
全
員

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

日
時
　
７
月
22
日
㈰
９
時
～
15
時

場
所
　
陸
上
自
衛
隊
幌
別
駐
屯
地

内�

容
　
記
念
式
典
、
装
備
品
展
示
・

試
乗
、
音
楽
隊
演
奏
、
太
鼓
演
奏
、

ふ
れ
あ
い
広
場
、
新
設
し
た
広
報

史
料
館
の
開
放
な
ど

※
荒
天
の
場
合
、
内
容
の
変
更
あ
り
。

※
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
あ
り
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
駐
屯
地
第
13
施
設

群
広
報
班
（
☎
�
２
０
１
１
）

電
話
番
号
、
見
学
を
希
望
す
る
日

時
を
記
入
の
上
、
室
蘭
開
発
建
設

部
技
術
管
理
課
（
〒
051

－

８
５
２

４
室
蘭
市
入
江
町
１
番
地
14
）
に

郵
送

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
３
人
ま
で
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
開
発
建
設
部
技

術
管
理
課
（
☎
�
７
０
２
８
）

日�

時
　
８
月
11
日
㈯
18
時
30
分
～
19

時
30
分

場�

所
　
知ち

里り

幸ゆ
き

恵え

銀
の
し
ず
く
記
念

日
時
　
８
月
５
日
㈰
13
時
～
15
時

場
所
　
し
ん
た
21

対
象
　
小
学
４
～
６
年
生

内�

容
　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

の
話
、
ソ
ー
ラ
ー
行
灯
づ
く
り
、

施
設
内
見
学

定�

員
　
20
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

申�

し
込
み
　
７
月
31
日
㈫
ま
で
に
商

工
労
政
Ｇ
（
ア
ー
ニ
ス
内
・
☎
�

２
１
７
１
）

館
対�

象
　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

内�

容
　
『
え
ぞ
お
ば
け
列
伝
』
（
知ち

里り

真ま

志し

保ほ

著
）
の
お
ば
け
を
紹
介

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
100
円
（
資
料
代
）

講�

師
　
公
益
財
団
法
人
ア
イ
ヌ
民
族

文
化
財
団
学
芸
員
・
矢や

崎ざ
き

春は
る

菜な

さ

ん
申�

し
込
み
　
８
月
10
日
㈮
ま
で
に
同

記
念
館
（
☎
�
５
６
６
６
）

　
小
学
生
を
対
象
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
作

り
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日�

時
　
①
８
月
５
日
㈰
・
７
日
㈫
、

②
８
月
５
日
㈰
・
８
日
㈬
、
③
８

月
７
日
㈫
・
８
日
㈬

場�

所
　
室
蘭
工
業
大
学
ロ
ボ
ッ
ト
ア

リ
ー
ナ

対�

象
　
①
小
学
１
・
２
年
生
、
②
小

学
３
・
４
年
生
、
③
小
学
５
・
６

年
生

定�

員
　
各
回
10
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

申�

込
期
間
　
７
月
２
日
㈪
か
ら
20
日

㈮
16
時
ま
で

※�

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
大
学
ロ
ボ
ッ
ト
ア

リ
ー
ナ
（
☎
�
５
３
３
７
）

集�

合
場
所
　
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
３
階

定
員
　
40
人
（
申
し
込
み
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

※
初
参
加
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

参
加
料
　
50
円
（
保
険
料
）

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装

申�

込
期
間
　
７
月
15
日
㈰
（
た
だ
し

月
曜
日
は
除
く
）
ま
で
に
登
別
ア

イ
ヌ
協
会
（
☎
�
１
０
６
２
）

登
別
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
め
ぐ
り

デ
ン
マ
ー
ク
料
理
を
作
ろ
う

ア
イ
ヌ
語
の
お
は
な
し

笑
い
ヨ
ガ
体
験
会

（
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
）

地
域
の
方
の
た
め
の

現
場
見
学
会

陸
上
自
衛
隊
幌
別
駐
屯
地

創
立
記
念
行
事

夏
休
み
親
子
教
室

ア
イ
ヌ
の
お
話
～
ア
イ
ヌ
民
族

に
伝
わ
る
『
お
ば
け
』
た
ち
～

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
ソ
ー
ラ
ー
行あ

ん

灯ど
ん

を
作
ろ
う
！
』

ロ
ボ
ッ
ト
ア
リ
ー
ナ

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
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のぼりん文化講座

申し込みは原則開催日の３日前までです。

大正琴教室
（岡

お か

田
だ

　陽
よ う

子
こ

講師）
日�時　７月９日㈪10時
～12時

内�容　初心者向けの曲
を練習します

定�員　５人（申し込み
順）

パステル画教室
（武

た け

田
だ

　秀
ひ で

章
あ き

講師）
日時　７月20日㈮10時～12時
内容　パステル画の基本や基礎を学びます
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円（材料費）
持ち物　手拭き、エプロン、新聞紙
※�初回の方は、講師がパステルと画用紙を用意し
ます。

子ども将棋教室
（佐

さ

藤
と う

　和
か ず

義
よ し

講師）
日�時　７月21日㈯10時
～12時

内�容　対局を通して将
棋を楽しみます

定�員　10人（申し込み
順）

※小学生以下は保護者同伴。

生け花教室
（講師：登

のぼり

別
べ つ

華
か

道
ど う

連
れ ん

盟
め い

）
日時　７月21日㈯10時～11時30分
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円（花代）
持ち物　剣山、はさみ、花器またはどんぶり
申し込み　７月14日㈯までにのぼりん

江
え

差
さ し

追
お い

分
わ け

道場
（石

い し

橋
ば し

　涛
と う

栄
え い

講師）
日�時　７月21日㈯14時～
16時

内�容　江差追分の歌い方
を学びます

定員　20人（申し込み順）

申し込み・問い合わせ　☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ
　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。

囲碁教室（保
ほ

沢
ざ わ

　宏
ひろし

講師）
日時　７月28日㈯10時～12時
対象　小学生以上
内容　講師による対局指導をします
定員　20人（申し込み順）
　

のぼりん展示コーナー

第4７回夏季書道展（登別書道連盟主催）
展示期間　７月８日㈰18時まで
内容　書道作品（30～40点）を展示します

水彩画サークルフレンド会員作品展
（水彩画サークルフレンド主催）
展示期間　７月12日㈭13時～18日㈬21時
内容　同サークル会員による水彩画を展示します

のぼりんイベント

アルバム作製
（ＮＪ Ｒ

ル ー ム

ＯＯＭ主催）
日時　７月12日㈭９時30分～12時
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,500円（材料費）
持�ち物　アルバム、アルバムに入れたいもの（写
真など）、はさみ、テープのり

申し込み　７月11日㈬までにのぼりん

ビデオフォーラム
（登別更生保護女性会主催）
日時　８月３日㈮10時～14時
内�容　ビデオを見ながら、子どもたちを犯罪から
守るための話し合いをします

※申し込みは不要です。

登別市民憲章制定50周年記念
登別地域夏休み子ども体験陶芸教室
（ハンズワーク『土

つ ち

塊
く れ

の会』主催）
日�時　８月８日㈬10時～
12時30分

対�象　３歳から小学生ま
で

定�員　25人（申し込み順）
料金　500円（材料費）
持�ち物　手拭き、汚れて
もよい服装

申�し込み　８月７日㈫までにのぼりん
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夏休みスペシャルウイーク
　川遊びや野遊び、木工クラフトなどで夏を楽し
みます。
日時　８月３日㈮～５日㈰10時～15時
持�ち物　動きやすく速乾性のある服装・靴、着替
え、帽子、シャワーセット、タオルなど
※�プログラムによっては、料金がかかります。

わんぱくキャンプ・夏
　カヌーや川遊び、テント泊などで楽しみます。
日時　７月14日㈯10時～15日㈰12時
対象　小学４年生～中学生
定員　12人（申し込み順）
参加料　2,500円
※持ち物は、申し込み時にお伝えします。
申し込み　７月11日㈬までにふぉれすと鉱山

リバートレッキング
～たまにはアウトドアライフ～
　遊びながら胆振幌別川を上流に向かって登りま
す。
日時　７月15日㈰10時～14時
対象　18歳以上の方
定員　12人（申し込み順）
参加料　1,000円
持�ち物　動きやすく速乾性
のある服装、沢登りに適
した靴（沢靴）、リュッ
ク、昼食、飲み物など
※�沢靴、ライフジャケット、
ヘルメットはレンタルで
きます。
申�し込み　７月12日㈭までにふぉれすと鉱山

指導者向け事前研修会
　リバートレッキングに挑戦し、川での活動を安
全に楽しく行うための安全管理を学びます。
日時　８月２日㈭10時～15時
対�象　教職員の方、自然体験活動の指導者を目指
す方
定員　15人（申し込み順）
参加料　200円
持�ち物　動きやすく速乾性のある服装（長袖・長
ズボン（綿素材不可））・靴、帽子、昼食、飲
み物など
申し込み　８月１日㈬までにふぉれすと鉱山

ながぐつレンジャー
～水のお仕事・水路パトロール隊～
　水路を掃除しながら、夏ならではの体験を楽し
みます。
日時　７月８日㈰10時～15時
対象　小学生
参加料　200円
持�ち物　動きやすく速乾性のある服装・靴、着替
え、帽子、シャワーセット、タオル、リュック、
飲み物、昼食など

申し込み　７月７日㈯までにふぉれすと鉱山

海の日イベント
　アヨロ海岸（白老町）で、岩場を登ったり、海
岸を散策し、流木や貝がら、海の生き物の観察を
したりして楽しみます。
日時　７月16日㈪10時～15時
対象　18歳以上の方
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円
持�ち物　屋外で活動できる服装と靴、帽子、手袋、
飲み物、昼食

※集合場所は問い合わせください。
申し込み　７月15日㈰までにふぉれすと鉱山

おとなのリバトレ
　胆振幌別川で、リバートレッキングを楽しみま
す。
日時　７月21日㈯10時～15時
対象　18歳以上の方
定員　15人（申し込み順）
参加料　1,000円
持�ち物　動きやすく速乾性のある服装・靴、着替
え、帽子、リュック、昼食、飲み物など

申し込み　７月18日㈬までにふぉれすと鉱山

里山づくりの日
～ササ刈りの日～
　里山のササを刈って手入れを行ったあと、クマ
ザサ茶を作ります。
日時　７月28日㈯10時～12時
定員　30人（申し込み順）
参加料　200円
持�ち物　野外で活動できる服装と靴、飲み物、帽
子、着替え、タオルなど

申し込み　７月27日㈮までにふぉれすと鉱山

ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� 2 5 6 9

　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。
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若いチカラが登別の未来を創る

日
時
　

・
７
月
14
日
㈯

　
11
時
～
14
時
30
分

・
７
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

　
13
時
30
分
～
17
時

・
７
月
29
日
㈰

　
10
時
～
14
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

�

（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

申し込み・問い合わせ
登別消費者協会（☎�83０７）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

こどものほん

今月の新着図書
市立図書館
☎�４３２４

※�市立図書館では、毎月購入している本の一覧を差
し上げています。ご利用ください。

※�申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間
は６カ月です。継続希望の場合は、再度申し込みく
ださい。

▶登録できないもの
　�衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、
自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせん
品としてふさわしくないもの

ゆずります（無料に限ります）
●スキー靴（23㌢㍍）●ラジオカセット（ＣＤ利用不可）
●介護用ベッド（１モーター付き）●カナディアンカヌ
ー●子ども机用の回転椅子●レコードプレーヤー●ジュ
ースミキサー（36㌢㍍）●冷凍庫（前ドア式150㍑）●
油絵用セット一式●スピーカー●日本人形（55㌢㍍・３
体）●介護用ポータブルトイレ

ゆずってください（無料に限ります）
●パークゴルフクラブ（男性用）●歩くスキー（180㌢
㍍）とストック●スキー板とストック（小学１年生の女
子用）●スキー板とストック（年少の女子用）●スキー
靴（16～17㌢㍍・女子用）●スキー靴（18～19㌢㍍・女
子用）●ドラムセット一式●磯釣り用竿（リール・救命
胴衣）●チャイルドシート（新生児用）●電子ピアノ●
パークゴルフセット一式ボール込み（男性用・女性用）

バッグをザックに持ち替えて
唯
ゆい

川
かわ

　　恵
けい

�著
　初めての登山に懲りて、二度と山
には登らないつもりだった。それが
浅間山から谷川岳、八ケ岳、富士山、
ついにはエベレスト街道まで。何が
楽しいのか？どうしてまた登ってし
まうのか？登山の魅力をつづったエ
ッセイ。

◇さざなみのよる� 木
き

皿
さら

　　泉
いずみ

�著
◇ペインレス 上・下� 天

てん

童
どう

　荒
あら

太
た

�著
◇三人よれば楽しい読書� 井

い の う え

上ひさし�ほか�著

失
しっ

敗
ぱい

図
ず

鑑
かん

　「助
たす

けてくれ」と言
い

えないベート
ーヴェン、「引

ひ

きこもる」夏
なつ

目
め

漱
そう

石
せき

。
偉
い

人
じん

たちもみんな失
しっ

敗
ぱい

してすごくな
った？「失

しっ

敗
ぱい

は成
せい

功
こう

の母
はは

」とも言
い

い
ます。みんなもどんどん失

しっ

敗
ぱい

しなが
ら成

せい

長
ちょう

しましょう？

大
おお

野
の

　正
まさ

人
と

�著
ちょ

◇おさがり� 北
きた

村
むら

　裕
ゆう

花
か

�絵
え

�
◇みんな、ワンダー� Ｒ

アール

．Ｊ
ジェー

．パラシオ�作
さく

・絵
え

◇おばけのたからもの� むらいかよ�著
ちょ

不用品 市ダイヤル

７
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
の
２
日
間
、

６
月
２
日
㈯
、
『
高
校
生
も
の
づ

く
り
コ
ン
テ
ス
ト
』
の
北
海
道
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
自
動
車
整
備
部
門
が
、
プ

ロ
の
現
場
さ
な
が
ら
の
環
境
が
整
っ

て
い
る
本
校
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
、

旭
川
市
や
北
見
市
な
ど
、
道
内
４
校

の
高
校
か
ら
出
場
し
た
７
選
手
は
、

日
頃
の
練
習
で
培
っ
た
測
定
や
点
検

な
ど
の
技
術
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

本
校
で
は
、
良
質
な
環
境
の
も
と
、

日
々
、
自
動
車
整
備
科
の
学
生
た
ち

が
自
動
車
整
備
士
の
資
格
取
得
を
目

標
に
実
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第
37
回
工
学
院
祭
を
開
催
し
ま
す
。

吹
奏
楽
や
和
太
鼓
演
奏
、
よ
さ
こ

い
、
バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

学
生
に
よ
る
模
擬
店
・
学
科
展
示
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
目
白

押
し
で
す
。

入
場
は
無
料
で
、
駐
車
場
も
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

高
校
生
も
の
づ
く
り

コ
ン
テ
ス
ト

第
３7
回
工
学
院
祭

７
月
の
『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
＋
体
験
入
学
』

▲�学生主体による模擬店（写真
は昨年の工学院祭の様子）

▲�自動車整備の技術を競い合った
『高校生ものづくりコンテスト』
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登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　思� ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

桜
の
下
で
花
見
会

炭
火
焼
・
鉄
板
焼
で
花
見
会

沿
道
か
ら
の
声
援

沿
道
美
化
の
お
も
て
な
し

で
全
市
観
光
に
一
役

　
鷲
別
２
丁
目
町
内
会
は
、
鷲
別
神

社
境け

い

内だ
い

に
咲
き
誇
る
桜
の
下
で
、
花

見
会
を
開
催
し
、
約
50
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
小
学
生

の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
競
技
や
参
加
者
全

員
に
よ
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
歓
声
を

上
げ
、
お
昼
に
は
車
座
に
な
っ
て
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
を
味
わ
う
な
ど
、
町
内

会
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
楽
し

い
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
登
別
東
町
第
３
町
内
会
は
、
５
月

20
日
㈰
に
高
齢
者
施
設
の
入
居
者
を

招
待
し
て
花
見
会
を
開
催
し
、
旬
の

タ
ケ
ノ
コ
や
コ
ゴ
ミ
、
タ
ラ
の
芽
な

ど
の
山
菜
を
入
れ
た
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

や
焼
き
そ
ば
な
ど
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
婦
人
部
が
調
理
し
た
チ
カ

や
よ
も
ぎ
の
天
ぷ
ら
は
格
別
な
お
い

し
さ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
が
並
ぶ

会
場
は
香
ば
し
い
に
お
い
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　
南
千
歳
町
内
会
の
会
員
が
多
く
所

属
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
会
』
は
、
５
月
13
日
㈰
に
行
わ
れ

た
『
第
43
回
登
別
こ
い
の
ぼ
り
マ
ラ

ソ
ン
』
で
、
沿
道
を
走
る
ラ
ン
ナ
ー

に
温
か
い
声
援
を
送
る
と
と
も
に
、

交
通
安
全
の
手
旗
を
振
っ
て
、
日
頃

の
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
来
年
の
大
会
で
は
、
多
く
の
町
内

会
会
員
が
沿
道
に
出
て
、
大
会
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会
は
、

全
市
観
光
の
一
環
と
し
て
、
平
成
26

年
か
ら
旧
国
道
36
号
沿
い
の
沿
道
美

化
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
６
月
３
日
㈰
に
実
施
し
、

８
単
位
町
内
会
の
約
100
人
が
参
加
。

と
き
め
き
橋
か
ら
岡
志
別
橋
付
近
ま

で
の
約
３
㌔
㍍
で
、
雑
草
取
り
や
ご

み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
こ

の
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

鷲
別
２
丁
目
町
内
会

�

会
長
　
原は

ら

田だ

　
敬け

い

三ぞ
う

　
　

登
別
東
町
第
三
町
会

�

会
長
　
本ほ

ん

田だ

　
　
宏ひ

ろ
し

　
　

南
千
歳
町
内
会

�

会
長
　
畠は

た
け

山や
ま

　
重し

げ

信の
ぶ

　
　

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会

�

会
長
　
森も

り

　
　
芳よ

し

昭あ
き
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白老町 室蘭市 伊達市
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人のうごき（平成30年5月末日現在）／人口48,550（－6）世帯24,913（＋7）（　）は前月比

わくわく広場

◎伊達武者山
だ

車
し

パレード
▶�日時・場所　８月４日㈯18時30分
（出陣式は18時）…ＪＲ伊達紋別
駅前～網

あ

代
じろ

町
ちょう

・伊達市役所（鹿島
町）

◎武者行列
▶�日時・場所　８月５日㈰11時30分
…伊達小学校～伊達市役所

◎弓隊演武ほか
▶�日時・場所　８月５日㈰12時15分
…だて歴史の杜多目的広場

▶問い合わせ　同実行委員会事務局
� （☎０１４２㉓３３３１）

２０１８年
元気まちしらおい港まつり 第44回伊達武者まつり第７2回むろらん港まつり

◎納涼花火大会
▶�日時　７月27日㈮20時30分（フェ
リー埠頭沖で打ち上げ）
※雨天時は29日㈰に延期。
◎総参加市民おどり・室蘭ねりこみ
▶日時　７月28日㈯
・市民おどり…16時（中島町）
・室蘭ねりこみ…17時30分（中島町）
◎よさこいソーラン イン むろらん
▶�日時　７月29日㈰14時（中央町）、
15時55分（入江臨海公園横）
▶問い合わせ　同実行委員会
� （☎㉓０１０２）

　白老町の夏を代表するイベントで
す。海鮮や白老牛の炭火焼きをはじ
め、農水産物の直売など『食材王国
しらおい』の魅力をまるごと発信。
その他にも花火大会や餅まき大会な
ど、家族で楽しめる催しもたくさん
あります。ぜひお越しください。
▶�日時　７月28日㈯16時～21時、29
日㈰９時～17時
▶�場所　白老港インカルミンタル前
広場
▶問い合わせ　同実行委員会
� （☎�２７７５）

日時：７月７日㈯12時～21時、８日㈰９時～17時
会場：登別ビーチパーク内（登別マリンパークニクス前庭）
内容：�こども遊び広場＆わくわく列車、スパ

スライダー、各種露店、ステージパ
フォーマンス（コロポックルの森、オ
ニッコマーチングバンド（登別小学
校）、登別中学校吹奏楽部など）、地
獄の谷の鬼花火（７日20時45分～）、
路上プロレス（８日14時30分～）、大
ビンゴ大会（８日16時～）、イルカウ
オッチング（８日要予約）など

わくわく前売りチケットを1,000円
で販売中（登別マリンパークニクス
の割引入場券付（７月７日・８日の
み有効））
▶�販売店　ＪＲ登別駅付近の登別商
店会加盟店、登別地区にあるコン
ビニエンスストアなど

▶問い合わせ　わくわく広場のぼりべつ実行委員会・勝
かつ

間
ま

さん
� （☎0７0－5600－5436）

2018

のぼりべつ


